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このマークは、全国高等学校体青運盟が発足して間もなく作成されたもので、

若人の力と技と明朗な精神を表徴するものである。

マークを構成してしヽる三つの Kは、次のドイツロの頭文字をとつたもので、若

人の情熱を示す紅色によつて浮き出され、高体運のシンボルマークとされている。

KRAFT   Iカ

KUNST   技

K LA R H EIT 明朗な精神

競技は力であり、進歩は技の練磨にまつ、競技者はこれをつつあに明朗な精神を

もつてせねばならない。

あけゆく大空

あかねの 朝の陽
仰 ぐ心は さやかに晴れて
ともに肩組み 鍛えゆく
生命はつらつ 意気あがる
友よいざつどいなん

高体連 高体運 われら若し
さみどり萌えたつ

希望の この土
しかと踏みじめ 大気に伸ばす
この手 この脚 躍進の

ちから浴れて 血はおどる

友よいざつどいなん

高体連 高体連 われら若し
世紀のひか りは

野山に 波路に
うた声たか く こだまとひびき
たゆまぬ努力 技を練る
行手ほまれの 花かおる
友よいざつどいなん

高体連 高体連 われら若し
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あ  い  さ つ

全国高等学校体青連盟

会長 鈴 木 英 久

まぶしい太陽が燃々と輝く名古屋市瑞穂公園陸上競技場において、皇太子殿下、皇太子妃殿下の

ご臨席を仰ぎ、昭和58年度全国高等学校総合体育大会が、関係各位の絶大なご尽力により、このよ

うに盛大に開催されますことは、私どもにとりましてこの上もない感激であります。

本年度の大会は、愛知県を中心会場として静岡県、岐阜県、二重県の東海地区において、「走れ跳

べ競え東海の空」をスローガンのもと、全国から2万有余名の選手が参加し、青春のドラマを華々

しく展開する若人のスポーツの祭典であります。

さて、選手諸君は各地区における厳しい予選を勝ち抜き、晴れて本大会に出場する栄誉を担った

のであります。それだけに激しい練習を積み重ねてきたことと思いますが、日ごろ鍛えた力と技と

スポーツマンンツプを十分発揮し、正々堂々競技するとともに、これを機会に選手相互の友情を深

め連帯の輪を広げられるよう期待いたします。そして、この大会に参加したことの誇りをもって、

たくましい顔で郷土に帰り、この貴重な体験を先生方や級友諸君へ伝えてください。

終わりに、本大会開催にあたって地方の方々や関係諸機関、諸団体が払われたご支援、ご尽力に

対し心から感謝申し上げます。また、平素生徒の指導に日夜ご努力を戴いております先生方や地方

高校生諸君の献身的な奉仕活動に敬意を表しまして、私のあいさつといたします。

み。
こ

くや薔タ

あ  い  さ つ

財団法人日本バ ドミントン協会

会長 桜 内 義 雄

全国各地の厳しい子選を勝ち抜かれ、郷土と母校の名誉を担ってお集まりの 1,200余名の選手

諸君を、ヽここ東海の地にお迎えして昭和58年度全国高等学校総合体育大会、高松宮・高松宮妃賜杯、

第34回全国高等学校バ ドミントン選手権大会が開催されますことは、私の深く喜びとするところで

あります。

青春のひたむきな情熱をかけて全国の若人が織りなした数々のドラマと共に、この大会から数多

くの名選手が生まれ世界のパ ドミントン界へ羽ばたいてまいりましたが、本年も又高校生最高のレ

ベルの競技が展開され多くの日本のバ ドミントン界を背負っていく選手が生まれることと思います。

日頃精進されました、力と競、を十二分に発揮され正々堂々と競技される中で心暖たかき友情が

ゆばえ、はぐくまれ、その貴重な体験が将来の人生の糧となることを期待してやみません。更に今

後も精進を重ねパ ドミントンをより深く愛し、その発展のために各方面で活躍されることを併せて

期待いたします。

おわりに本大会開催のために深い御理解をいただき、その準備のために御尽力くださいました地

元関係各位ならびに大会役員の方々に、心から感謝の意を表して御挨拶といたします。
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祝 辞

文 部 大 臣

瀬 戸 |

本日ここに皇太子殿下並びに皇太子妃殿下のご臨席を仰ぎ、昭和五十八年度全国高等学校総合体

育大会が、この東海の空の下でかくも盛大に開催されるはこびとなりましたことは、誠に喜びに堪

えません。

本大会は、高等学校体育の一大祭典であり、心身ともに健全な高校生の育成と相互の規睦を図る

とともに、我が国のスポーツ競技力の向上に大きく貢献してきた、まことに意義深い大会であります。

また、国民の健康と体力に対する関心が高まっている今日、皆さんのような若人の生き生きとし

た姿に国民は多くの期待をよせていることと思います。

郷土と母校の名誉を担って出場された選手の皆 さん、日頃の練習の成果を存分に発揮しフェアプ

レーの精神にのっとり、すばらしい競技を展開されることを期待します。

皆さんが本大会を目標に、日々積み重ねてきた練習の中で鍛えた、たくましい体力と精神力は、

皆さんのこれからの生涯の中できわめて貴重な財産となるものであり、また、本大会で力を尽くし

た競技は多くの人に強い感銘を与えることになるものであると確信しています。

終りに、本大会の開催に当たり、御尽力された関係の皆様に深く敬意を表し、本大会の成功と今

後の発展をお祈りして、お祝いのことばといたします。

歓 迎 の こ と ば

愛 知 県 知 事

鈴 木 礼  治
本日ここに、皇太子殿下、同妃殿下の御臨席をいただき、全国各地から2万 2千名をこえる選手

諸君をお迎えして、「走れ 跳べ 競え 東海の空」の大会スローガンのもと、昭和58年度全国高
等学校総合体育大会を開催できますことは、まことに慶ばしいことであり、630万県民を代表して

心から歓迎申し上げます。

きびしい予選を勝ちぬいて全国大会へ駒をすすめられた選手の皆さんは、日頃鍛えられた力と技

を十分に発揮され、立派な成果を収められると共に本大会を通して多くの友と語り、親睦を深めて

下さい。

また当地は、織田信長・豊臣秀吉・徳川家康の 3英傑をはぐくんだゆかりのところでもあり、県

内各所に英雄の足跡が数多く残されております。機会があれば、ぜひ訪れて青春の良き思い出をつ

くって下さい。

最後に重ねて選手諸君の御健斗をお祈りし、これまでの大会準備に寄せられた関係各位の御支援、

御協力に深く感謝申し上げます。また、明日から23日 まで、東海四県下各会場でくり広げられます

25競技に対し、皆様の絶大なる御声援をお願い申し上げ、歓迎のことばといたします。

山 三 男
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歓 迎 の こ と ば

豊 橋 市 長

高 橋 ア キ

皆様、ようこそ豊橋へいらっしゃいました。

全国各地から厳しい予選を勝ち抜き、母校の名誉と郷土の期待を担ってこの伝統ある大会に出場

された皆様方を心から歓迎いたします。昭和58年度全国高等学校総合体育大会バ ドミントン競技が

豊橋市で盛大にくりひろげられますことはこの上ない名誉であり喜びとするところであります。

本大会では、皆様が日ごろ鍛え抜かれた技と力と精神力を十分に発揮され最後まで全力を尽くし

正々堂々と競技することを期待するとともに、この大会が高校時代のよき思い出となるよう願って

おります。

豊橋市は大平洋ベルト地帯の中央に位置し、東西間を結ぶ交通条件、気候、風土など自然条件に

恵まれ、東三河地方の中心都市として「豊かで活力のある調和のとれた住みよい豊橋」をめざし、

まちつ・くりに努めております。この機会に当地の自然や人情にも接していただければ幸いです。

終わりにこの大会が成功裡に終了するとともに豊橋が皆さんのよき思い出のできた地となります

よう祈念いたしまして歓迎のことばといたします。

歓 迎 の こ と ば

愛知県バ ドミントン協会

会長 後  藤  惇
本日ここ豊橋市において昭和58年度全国高等学校総合体育大会、パ ドミントン競技大会高松富賜

杯、同妃賜杯、第34回全国高等学校バ ドミントン選手権大会が
｀
走れ 跳べ 競え 東海の空夕の

スローガンのもとに開かれますことは誠に喜びにたえません。各地で厳しい予選を勝ち抜かれ多く

の期待と名誉を担ってこの大会に参加された選手の皆さん、日頃培かはれた
｀
力と技
″
をシャトル

に全力でぶつけ、若人の祭典らしく熱のこもった大会にしてください。皆さんの中には将来の日本

バ ドミントン界を背負って行く方も多かろうと思います。若い皆さんの力でユーパー杯を守り通し、

一日も早くトマス杯を我が日本の手に納めるよう切望し、明日からの皆さんの健闘を期待します。

終りに本大会開催にあたり各方面から寄せていただきました暖い御支援に深く感謝を申しあげ歓

迎のことばといたします。
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歓 迎 の こ と ば

時習館高等学校

鬼 塚 恵 理 子

全国各地からこの晴れの舞台を目指してやってこられた選手の皆さん、ようこそいらっしゃいま

した。皆さんは厳しい予選を勝ち抜いてこられたことでしょう。苦しい練習を積んでこられたこと

でしょう。その力がこの東海の地に結集し、今まさに花開こうとしていることを心から嬉しく思い

ます。

長い人生から見れば、高校時代はほんの数秒にしかすぎません。と同時に、最も輝かしい時でも

あります。こうして同じ目標を志した勇士たちが集い競い合うということは、たいへん素晴らしい

ことだと思います。この一時にすべてをかけて、悔いのないものにして下さい。

私たち地元の高校生も、みなさんと一緒になってこの大会を運営できることを光栄に思います。

みなさんの力が十分発揮できるようにと、今日まで準備にあたってまいりました。そして明日から

も又、みんなの競技を目の前にして、感激も新たにお手伝いをさせて頂きたいと思います。

この東海の空の下で、若い魂がぶつかり合い、そこに芽生える友情が限りなく続くことを祈りな

がら、歓迎のことばといたします。
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昭和58年度全国高等学校総合体育大会役員名簿

名 誉 会 長 河野 謙 三

名 誉 副 会 長 鈴木 ネL治  上松 陽助  山本敬二郎  田
"1 
亮三

大 会 会 長 鈴木 英久

大 会 副 会 長

石渡 経夫
小山田成夫

小野十美生

高松 信雄
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仲川

儀本

筆

泰三
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田中

吉川

宮崎

正就

重信

生沼

竹田

好之

昌平
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今井田研二郎

永松 英吉
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御喜  正
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中山 原次
藤岡 太郎
大塩 量明
増田恵美子

吉川 晴夫
佐野  浩
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桑原 善吉
堀内 民次
三浦 朝治
田村 正衛
水谷 喜治
藤野 源次
宇佐美敏夫

斉藤 久雄
中根 鎮夫
岩月 収二
石
'|1  
勇

加藤 艮六
日比野 豊
山口  醇
内藤 敏一
磯村 尚徳

佐野丈一郎

鈴木 祐一
栗原 祐幸
柴田 勝治
帖佐 寛章
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山口 久大
大橋富士夫

斉藤英四郎

嘉納 行光
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松平 康隆
自井  滋
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横山  勉
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神野 信郎
安藤 一義
杉本 龍造
横田 猛雄
佐野 嘉吉
龍田 重夫
宮道 悦男
松浦 元男
山口 森三
速水  勉
梅村 清明
鈴木 俊雄
中村  清
三輪 卓―
森 夕F太郎
大場  進
野々山 茂
寺本 清光
酒井 敬尭
長谷川貫一

小笠原林平

広江  均

古村 澄一
荒川 清美
黒田 善雄
関  宏成
堤  義明
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藤木 宏清
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伊木 正三
伍堂 輝雄
桜内 義雄
長沼  健
遊津  孟
荻村伊智朗

小松 直行
風巻 嘉蔵
高木 和夫
北村廣太郎

渡辺  孝
宮田 力松
窪野  忍
冨島 利男
田中  猛
袖野 貞三
徳田薔右衝問

鈴木 健一
清川 安彦
藤波 孝生
猪木 弘三
山田 録一
日中 精一
細喜 代和
菊地 信也
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神谷 金衛
小池 満一
中山 一幸

石井 久夫
大西鉄之祐

近藤  天
竹田 恒徳
長井源一郎

古橋廣之進

平井富二郎

山本 房生
高城  元
百合野 稔
小林徳太郎

三浦  浩
竹下喜八郎

田中喜一郎

高田  通
下井 正也
横井 敏夫
羽野 重雄
大道寺純子

増田 善郎
奥田 信之
村井  責
桑原 幹根
遠藤 建三
斉藤 了英
相佐 明一
斉藤 十郎
岡田 卓也
後藤  淳
竹田弘太郎

小野木三夫

本山 政雄
官田 一松
松原 定治
河合 代悟
矢田 健次
浅井 重雄
杉本 金光
川口 幹夫

福永 健二
岡野俊一郎

笹原 正三
地崎宇二郎

鳴海 吾郎
馬飼野正治

小坂徳二郎

菊地  稔
狩野 俊英
河合 尭晴
網中 一元
林  克也
佐野 雅之
岸田 文男
石田 荘吉
武川 大丈
井田  宗
堀木  博
渡辺  孝
松島 勇平
幸脇 多聞
石
"1 
嘉延

仲谷 義明
柳原 二郎
浦辺 秀夫
諏訪 卓三
田中  党
名越 成夫
林  達夫
丹羽 久章
木部 佳昭
高橋アキラ

西山  孝
真野 貞行
谷本 荘司
河村 廣康
加藤 鐘一
西垣  勲
荒井 治郎

参 与 深サ:l 長郎

河田 利夫
大野慎一郎

光田

奈良

岡島

明生

チ

宣八

敏雄

均

敬三

中島

秋山

青柳

戸村

三浦

日野

章夫

光雄

正吾

中川

飯島

矢橋

幸男

護

恵一

6

佐藤 良男
伊藤  公
鷺 松四郎



参 与 野田 秀豊
長澤 克己
森安 静雄
江頭 一水
岩本 光司
佐藤 政治
福島 重雄
野田 史朗
関谷美智男

片山虎之助

餞谷 兵美
別所祐己夫

佐藤 典郎
野村 健二
川添  博
宗  知信
乾  英夫
佐久間正純

日下 金秋
大田 武夫
岡田  博
矢田 香子
藤田 寛三
井田  稔
神谷 四郎
田中  皓
小澤 利明
和泉 正一
由良  久
松崎 至弘
横井  滋
木村 政夫
丹羽 七郎
小林 二郎

鈴木 昭二
福井  裕
為貞 千速
高ロ ー成
石井  一
小澤 和郎
伊藤 一彦
中村 通男
青木 隆二
比奈地徳三

大田  隆
古
'II 
敏治

稲本  稔
梶原  亨
杉田 芳郎
河合  滋
土田為佐務

杉山 秀雄
新帯 鍍郎
森本  綾
鮎り11 幸子

岩瀬 敬司
長谷
"1 
弘

池田 憲司
林  庸治
川口  浩
西尾 成之
村瀬  実
松葉 千春
山内益次郎

花木 蔦雄
稲石  新
原口  晃

棒田  責
松尾 勝清
江西 利夫
吉川  敏
甲斐 ―政
山内 孝純
荻原 克己
小林 孝男
山田金次郎

竹森  進
鈴木 正之
木下 匡弘
神谷 一夫
熊田 富男
岡島 錦也
川村壮太郎

見神 俊彦
三浦 芳正
川島 光晴
秋山  努
市江 保正
糟谷 正孝
富田 耕一
平野 哲郎
畔柳 芳夫
箕浦 重利
加藤 義之
木下 重貞
森田 三夫
福田 光治
伊藤 一郎
橋本 春夫
橋詰 俊郎

橋本 亮二
九鬼 貴男
佐々木寅義

高山 義孝
滝沢 尋文
伊藤 利男
豊田 昌弘
杉江 由男
六車 正章
米倉  豊
服部 大晃
山本 八郎
関谷 好安
小栗 常寿
荻野  弘
岩崎  茂
神谷 邦雄
水野 為雄
相羽 鐙一
三浦 乙夫
村上 義雄
五藤 義雄
佐藤 松雄
谷沢 宗廣
中村 幸夫
平松 復三
阿知波光雄

塚本 次夫
新井 栄一
花谷浩一郎

濱田  満
麟原 斉一
西村 文彦

平松  口I
武信  弘
文野 栄喜
岩元 俊一
加藤 正明
鈴木 真一
鵜野 吾市
飯田 正樹
広瀬 成一
間宮 一平
百北 芳正
佐藤  豊
山川 充夫
打田伊二郎

加藤 義孝
長井源一郎

天野 一大
神谷 義郎
杉浦 長一
畠中 一衛
金田 玲亮
岩田 富雄
片岡 忠明
小柳津正夫

鈴木 基夫
竹内 雅三
近藤  篤
大沢 繁信
尾崎 徳郎
栗田 大六
神谷 賢治
水野 芳朗
水田 司郎

完甘  彰
畑   栄
各務  章
新城 久雄
小金  潔
田熊 清純
伊藤 次郎
岩井 基一
林   正
市川 年夫
樋口  脩
光部 安雄
小原 秀夫
飯田 勝之
林  宙田
竹林  昇
松岡 春三
酒井 春雄
石
'|1  
崚

森田 茂彦
藤田 静大
鬼頭 保司
藤井 香潮
木下 隆平
市
"1  
靖

蟹井 松正
磯村 正臣
根岸  典
牧田 静二
若原 成章
城殿  晃
野々山 康
細野 達也

大 会 委 員 長 松原 久三
大会副委員長 白銀 茂夫  田中  登  野島  議  工門 智生
委 小田 逸人

小沢洋太郎

和村 公男
畑  喜一
梅津 幸敏
鈴木 正一
笹生  登
渡辺 伊八
伊東 寛重
鈴木 章夫
赤星 秀年
小出 正一
市野 春男
三橋 茂三
北口 留男

町田 好二
清水  正
柳  健治
大庭 淡路
下山 晃弘
雨海左武郎

増村 栄治
玉垣 二郎
飯塚  孝
田中 国雄
栗林 正幸
横地 英司
春日井文人

小塚 道夫
上條 和英

平岡 宕峯
加藤 二郎
宮沢 嘉夫
近藤 辰春
藤枝 照義
大塚 敏男
田中栄二郎

竹谷  恵
長塩 健吾
前田 多聞
坂本  平
妹尾 幸士
丹羽 皓一
梅川 龍男
我藤 裕一

菊池  章
遠井 稔男
上野 幸一
小野 時男
佐々木善也

高橋  毅
山本 欣一
小島 正男
伊藤 秀樹
門田 久人
田之上市雄

千田 邦男
石黒抱一郎

清水 錐次
伊藤  博

宇田川博光

宍倉  博
林  初男
川本  保
神田  勉
倉持守二郎

山野  明
高橋 俊二
岡村 義昭
北川 長生
古謝  貢
山内 千吉
松尾 昭三
山本 良隆
酒井 克憲

村木 良二
又木誠八郎

友部 利平
友末

長尾

黒木

梶原

川上

古谷 多市
下泉 芳文
本多  守
小林素二郎

長坂ふし子

加藤 賢造
丹羽 錠一

二

男

彦

責

治

弘

正

武

義

啓
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委 :t 横山  需
阿内  1隆
杉山 文雄
河村鎗一郎

渡辺末次郎

高橋 正蔵
堀  敬文
高倉 良爾
加藤 大二
小林 敏次
小川 勇夫
磯貝 満彦
丹羽 謙治
山下 仁一
津田

小澤

山内

桂川

水野

竹田 克美
近藤  孝
早川  弘
垣見 正夫
三谷 正弘
加藤  進
松尾 義信
柴田孝一郎

上川原義明

三浦  宏
種橋 正徳
井川| 四郎
丹羽由喜生

河合文治郎

柘植敬一郎

石黒 盛男
加藤  博
栗山 確也
足立 達雄
米沢  敦
伊藤 二郎
川口 滋夫
山本 貫次
大西堅次郎

中野 貞三
中川 昌二
遠藤登美男

水野  通
上村  茂
安藤 一三
加藤 貞夫
市川1 速美
大本 政一

斉藤  孝
安西 和夫
安田 和雄
桜井恒二郎

松原  節
栗本  宏
越原 一郎
林  典照
杉山 正弘
飯田  隆
横井 豊秋
岡本 i[八
川口 泰晴
荻原 善夫
城  廣治
伊藤 定昭
成田 敏明
平井 真一
奥村 信郎
磯部 紳一
桜井 昭二
林  丁三
吉田  責
中村  勇
杉江 政之
佐藤  弘
生田  忠
真野 建一
土屋 公高
市岡 邦男
三輪 敬一
服部 錠吉
木村徳四郎

渡邊  浩
中野 正男
渡辺  仁
加藤 良平
川島金子郎

安達 一郎
浦野  誠
笹山 恒雄
石原久遍雄

藤井 敏子
久野 保佑
石原  淳
別府 威彦
木原  力
中野  久
辰廣 達磨
福田 一雄
竹本 奥一
水田 友市

合掌 芳弘
牧野 典彦
丸地 康司
井上 剛一
相羽 史朗
三浦  宏
恒り|1 順次

戸田 保幸
山田 和夫
加藤十二男

奥田 順三
藍田 俊郎
森  博司
佐藤 正明
清水 国樹
津田 信夫
鈴木 孝男
猪飼  彰
谷口 清作
山田 光昭
長谷  晃
後藤  迪
吉川千代夫

細
"1  
啓

新海 明敏
天野  浩
大屋 順彦
中
"1 
勝美

国島 陽三
小木曽照行

船橋 績弘
花村 憲三
竹田 昇一
河合 圭吉
西尾倭文一

人江  清
山田 継一
戸倉 正三
寺部 清毅
古池 毒郎
一柳 岩宏
新美 浩司
恒川  克
林  敬二
小野 正男
大石 廣志
林  昭助
藤川 喜吉
松浦市太郎

山田 和宏
坂野 公平
松本  実
杉田 和夫
加藤 裕之
野田 稔男
青木  猛
竹内  浩
西山  :昭
近藤 重男
杉浦 一徳
馬渡 一生
佐橋  彰
深谷 一男
高井 龍三
篠原  孝
佐藤  武
秋田  聰
自杵良次郎

戸田 元照
奥村  満
竹内  責
山本 雅義
大見 吉郎
宮本 和子
井上  徹
山下 英一
長谷川勇夫

木村 進次
伊藤  孝
浅井  誠
梅村  豊
近日 昌介

築山 規子
加藤 辰夫
鳥居  大
小島 克己
加藤 政良
鈴木 時夫
螺澤 一男
大谷 和雄
平山 哲了
中島 俊一
根岸 恭久
安藤 重良
苅谷  明
鬼頭 大一
鶴見  鼎
那須 正之
鈴木 正史
松川 英市
唐澤 嘉幸
市サ|1  宏
藤本 元子
鬼頭 五郎
北見 利彦
吉田 博照
内田 英美
水野 責雄
家田 蹴彦
中野 文照
小林 守夫
戸田 光雄
藤原 二郎
蒲池  敬
三谷 五三
金田 幸夫
中川 豊久
鶴田  功
村松 國男
古澤  勇
佐藤 一成
平野 恭夫
天野 幸雄
久松  健
沢田 惣一
吉藤 義美
村瀬 重夫
丸地  宏
小野田幹雄

勝田 鋭一
村田  平
生回  責
後藤 成美
日高 武雄

安達  司
今井 鉄二
加藤 久幸
鈴木 正康
加藤 大豊
魚住 文衛
松原 光雄
山田 定昭
石田 正城
児玉 定夫
国見 辰雄
杉本 邦彦
澤頭 浩志
大田喜久雄

後藤欣之輔

宮地 成一
鳥山 和男
平泉弘一郎

原田 宗宏
11  和巳
青木  守
加藤 為一
日比野昭雄

鬼塚 英一
中村 保夫
吉田 博明
加藤  功
楓 尚代史
村上 英次
杉田 荘治
新田  敬
松浦  顕
鈴木 一之
鈴木  満
加藤 一夫
加藤 秀彦
中神 秀雄
加藤 十八
佐藤 重高
山本 信輝
梅村  宏
小海 理作
竹田  功
安藤  恒
児崎 照久
青山 瑞枝
永井  満
米津 英夫
権田昭一郎

石
'II  
泉

榎山 康夫
山本 治彦

弘

逸

進

三

進

俊

　

激

坪田

若山

柴田

河合

伊藤

朝日

古川

小島

久米

塚本

三輪

河合

山本

渡邊

鈴木

磯村

藤

本多

西尾

夏目

間瀬

白井

金憲

俊夫

稔男

文雄

欣也

浮ニ

十次

寛

睦美

順一

了澄

英雄

旦

富壽

正弘

愈就

三

雄

夫

男

郎

道

要

三

守

安

太

博

伊

　

　

一
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委 員 河合 義廣
鶏徳 尚雄
松倉 常坦
加藤 辰男
今泉 正司
矢野 孝夫
岡村  正
樹原 美文
岩山  博
横井 豊秋
岡   享
鈴木  肇
稲垣 惣司
清水 文雄
渡辺  肇
富田  大
野田  進
市川 昭夫
児王  昭
大角 宏三
松岡万次郎

坂井 豊子
伊達 忠吉
樋口 耕平
鈴木 四郎
山本 裕信
松本 章二
長尾  久
中島 正三
鈴木 裕之
高橋 公一
赤尾 協美
久米 利美
海瀬 重詮
中尾 正幸

田中 稔啓
吉川 博恭
佐藤 直二
刀根 文雄
近藤 厳郎
土本 辰夫
林  武夫
大濱喜久治

山本  勝
小川 勇夫
浅井 静男
戸田 保幸
林  碩関
松久 正十
丹羽喜代次

桜井 梅弘
尾関 種雄
磯谷 恵一
青木  一
角田 俊男
岡田 透明
道家 貞夫
岩間  守
加藤 通孝
埋田 良博
伊藤紀久夫

稲石 三二
青山 定男
末岡  脩
伊藤  智
十代田光俊

伊藤 鉱一
中村 政治
宇田川喜八郎

下野 賢治

森   巌
高橋和二郎

高橋  衛
加藤  茂
加藤 伍朗
丹羽 辰夫
平嶺 良夫
村井  博
山本  勝
飯田  隆
松涛 基道
谷岡 太郎
木村 篤治
佐藤修―郎

足立  修
山本  薫
加藤 輝二
吉田 昭二
奥田 順三
秦  英遠
羽根田光金

神谷 ―英
神野 義郎
倉知 昌視
樹神 武夫
渋谷 脩次
万前 秀男
西垣 忠夫
藤尾 正博
本多 昌孝
伊藤圭一郎

木下 繁陪
二村 種義
甲賛  一
大島昭一郎

市川 隆夫
山田 克己
坂本 辰巳
長縄  昭
山崎 正虎
平松 千歳
森長 省堂
櫻井 利男
岸田 達夫
田島 賢城
川口 鐘一
林  典照
青木 尚久
河田 整爾
植村 良二
田村 貞射
兵藤 詐夫
小林 武博
大海 勝利
脇田 博尾
秦  賢吾
杉浦 武夫
石田 英夫
岩瀬 梅雄
山本  奮
小島 勇夫
田中 章喜
近藤 昭文
服部  勤
小椋 啓治
鈴木 紋吉
大矢喜久雄

森  文男
常安 秋人
刈本  治

原田  恒
加藤 秀夫
難波  賜
鈴木  温
村山 饉幸
加藤 文子
黒崎  勝
新田 敏夫
小林 敏次
冨永  伸
西村  清
夫馬銀太郎

青山 米夫
大野 寛二
自井 通義
伊藤 昭彦
加藤  清
一ノ瀬正巳

栗↑画 哲義
黒田 松雄
稲垣 信哉
平山 松雄
早瀬 浩三
新屋 哲夫
下向 祥夫
小黒  肇
中村  弘
近藤 幸則
鈴木  浩
佐野  浩
北川 新作
加藤 文雄
堀井 啓介
島田 隆吉
本田 勝彦

福尾 富男
橋本 清郎
石原  隆
伊藤  隆
織田  清
鈴木 拓郎
岩田 拓也
蟹江  保
石川 哲郎
松井康太郎

水野 一美
近藤 郁也
高畑  充
ナ・″ザ‐″

岡本 英輔
西牟田幸二

栗田  一
服部 淑夫
今西 輝夫
三田村 昇
島田 豊年
安水 幸生
三ツ松 保
大河内知道

三井 政昭
村田堅太郎

伊東 達男
野牧 一雄
桜井 鋭一
甲谷 昇平
伊藤 和夫
田中  実
今道  裕
児玉 光金
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名 誉 会 長

名誉副会長

名 誉 願 間

大 会 会 長

大会副会長

願    間

桜内 義雄

高橋アキラ

鈴木 礼治
鈴木 英久
石渡 経夫
吉川 政就
生沼 好之
小山田成夫

田中 清春

真藤  恒
小飼 栄一

奥田 信之

後藤  淳
石原 成章

鈴木 敬二

日本パ ドミントン協会長

豊 橋 市 長

愛知県知事

全国高等学校体育連盟会長

全国高等学校体育連盟副会長

日本バ ドミントン協会副会長

日本バ ドミントン協会専務理事

愛知県教育長

愛知県パ ドミントン協会会長

豊橋市教育長

豊橋市バ ドミントン協会会長

仲川

達藤

高松

薇本

宮崎

小日

翠

敬一

信雄

泰三

重信

政雄

小松 直行

小林  茂

北 口  博:

西村 尚治

渡辺 秀央

鈴木伝四郎

須田 勝勇

清水規矩雄

神谷 一三

坂日 常博

池上  任

横尾 秀夫

松下 正寿

藤岡 太郎

山本 芳雄
河野大喜造

石川 尊資

中村 國夫

近田 泰彦

小山晃一郎

根津 敬一

田中喜一郎

伊沢 二郎
柴田 勝治

林  義自ト

地崎字二郎

原   正

小日 政雄

宮下  明

栗本藤四郎

西村 尚治

俊成  薫
藤田 義光

真藤  恒

神野 信郎

林  一雄
谷口 鈴正

多谷 嘉晃

神 藤 光雄

渡会 明彦

中沢 義己
磨井 洋一

岸田 文男

谷   亮
自山源二郎

藤田 美光
清藤 六郎

阿久津順一

曽山  皓

織田 喜一

永末 英一

成相 安信

内藤  健

脇屋 長司

柴田 勝治

杉浦 卓嗣

重冨 克美

上島 三夫

近田 孝二

篠田  進

山本栄之墨

熊田 嘉六
風巻 震蔵
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井上 敬一

石渡 俊一

地崎宇二郎

松下 正専
佐々木洋平

岩崎 純三
吉川 芳男
斉藤  武
石渡 俊一

石田 祥史
結城 健輔

山崎武三郎

遠井 稔男
宮田 力松
長谷川参三

鶴見 浅次

大久保直一

伊藤 義雄
中村  剛
鈴木 兵吾
高田  通

柳  一夫
岩崎 純三
内藤  健
森友徳兵衛

森   康
日野 卓夫
中村  伝
後藤  淳
今井 鎮雄
天野 辰雄
四島  司
相澤 尚夫
松川1 明敬

佐藤 守直
吉岡 紹直
蛭
"1  
博

大原直治郎

伴  哲夫
仁枝  清
水鳥 辰朗
石田 壮吉

森  義雄
奥田 敬和
永未 英一
山崎武二郎

松橋 藤吉
大須田良作

原 二三雄
安西 武二
藤田 庸右
林  義郎
小原 喜文

稲福 盛輝
豊島 半七
杉田 芳郎
藤野 源次
植田 九一
井上  勉
小林猪三夫

稲田 益児
井口 昭蔵



願    間

参   与

高柳 勇夫
白井 信夫
菊池喜代子

福井  勉
鳥山 和男

稲田清四郎

石田 勝朗
金子 信司
伊藤 良成
村上 義雄

及川l 昭三

坂口 好孝
小久保三夫

藤田 静代
伊藤 隆二

吉田

藤田

浜本

田中

岡 本

晶治

庄一

国光

令吉

正 八

今 泉

辻 村

鈴木

六木

神野

清春

良夫

孝昌

友恒

信 郎

石黒

坂本

鈴木

小出

佐藤

巌

彦嗣

清博

正司

文俊

松原 久三
奈良 . チ
鷺 松四郎
矢橋 恵一
平松  円]
長沢 克己
畑   栄
佐々木寅義

吉川  敏
川端 昇市
中村 通男

米津 英夫
朝田  博
佐藤 典郎

光部 安雄
岩田長次郎

北川 誠二
鎌子 次義
杉浦 剛直
田中 昌次
大木 達雄
杉浦 哲夫

近藤 恭典

近藤 正義

内藤 公久
山田 健三
自井  公
川添  敬
河合 圭吾
山中 為吉
古山 保夫
橋本 貞夫
磯村 浩隆
石原 文夫
篠塚 利雄
津田 一孝
島津 端穂
木下  茂
大橋 哲雄

矢橋 恵一
三浦  均
岡島 宣久
野田 秀豊
河村 武彦
小山田成夫

森安 静雄
文野 栄喜

高 山 義孝
小宮 淳宏
竹内  実
伊藤  孝
浦野  誠
木下 匡弘
大村  稔
水野 敬之

九地  拓
佐 野 昌宏

河合 貞夫
坂部 道夫

足立 良夫

中村 昭一
野ロ ー夫
安達 英夫
大塚 忠男
比志島彦八

林   弘
酒井 正 男

神谷 邦雄
石井  孝
藤城 和彦
内田 智充
柴田  茂
中村  豊
北岡 敬章
宮脇 良一
赤尾 栄一
杉浦 敬三
森本 昭二

自銀 茂夫
遠藤 敬一

日野 敬三
鈴木 昭二
竹田 昌平
福井  裕
磯本 泰三
各務  章
岩元 俊一
宮澤 宏之
吉藤 義美
山本 十次
石黒 盛男
稲本  稔
加藤 清司
森下 英夫
山本 正 昭

牧野 邦康
丸地 恒夫
渡辺 保之
杉浦 正 明

内藤 英治

牧野 俊夫

峰野 正俊
福山 邦弘
塩出  勝
夏目  守
河合 正 樹

山内  彊
大森 市郎
刈本  治
芦田  潔
来本 吉郎
寺田  正
柴田 昌男
松井 清二
松原金八雄

清水 郁夫
青木 徳生
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岩本 光司
秋山 光雄
吉
"1 
正就

高松 信雄
生沼 好之
松尾 勝清
為貞 千速
江頭 一水
新城 久雄
滝澤 尋之
山本 治彦
新田  敬
青山 米夫
山本 八郎
仲井  章
武田  稔
竹本 光功
佐野 阜石
横田 圭司
太田 達男
大羽 和雄
石川 重義
権日 明夫
横田 真次
鈴木 一男
金田 康 男
柴田 健一
大木 幹式
福井 良輔

八木 友恒
定盛 光 治

安富由理男

岩附 昭吾
神野 紀郎
小塚  一
西山  諄
小久保 留
青山 英也
大沢 幸二

石井  一
河田 利夫
青柳 正吾
棒田  実
小野十美生

九鬼 貴男
江西 利夫
高 ロ ー成
伊沢 二郎
小澤 和郎
梅村  豊
市岡 邦男
近藤 郁也

神谷 一夫

河合  甫
森田 欣尚
河合 茂和
佐藤 知一

尾沢 豊雄
小久保勇治

山田 昌式
中西 唯雄
水谷 久夫
鈴木 義教
加藤 潤二
大田 敏明
太田 晶夫
森田 吉恒
磯貝 茂 治
藤井  博
乙ヶ部鈴夫

青木 徳生
荒島 代治
大田 栄一
堀  義彦
星野 是興
三竹 卓也
望月 繁雄
永田 和邦

仲
"1  
翠

飯島  護
大野慎一郎

橋本 亮二

完甘  彰
武信  弘
田中 清春
宮崎 重信
今井  先
豊田 昌弘
井上  徹
笹山 恒雄
古川 敏治
佐藤  豊
清水  明
河合 雅穂
小日 英夫
大塚 浩蔵
鳥居利喜夫

山内 常生
飯田 育司
村田 昭二
佐野 義之
河原貫四郎

服部 亘志
豊田 菊男
小石 陸雄
藤城 芳之
福井 修平
中島 俊一

伊藤 雅夫

今川淳之助

青山 英夫
松坂 幸男
源  幸雄
大沢 淳一
萩原 正彦
小笠原 弘



大会委員長

大会副委員長

委    員

遠井 稔男

大世古吉弘

生田  責
鈴木

田中

祐司

章喜

近藤  満  原口健二郎  伊藤 鉱一  山本 八郎

梅津 幸敏

神田  勉
松原 久三

田中栄二郎

玉垣 二郎

伊藤 寛重

鈴木 章夫

赤星 秀年

森田 精一

阿部 裕和
河辺  満
河原山晴夫

大世古吉弘

山西 節子

森田 桂示

山内 勇紀
相沢 和夫

神沢  暁

内藤 安雄

福岡 幸一

日高  壮

小山内信一

加藤 寛治

阿部  学

大箸 昭司

池田 芳麻

岡本 武利

山本 能也

野田 晃郎

鈴木 信康
二村 鉄男

竹内 康雄

中島 正三
奥谷  宏

中村  弘

藤枝 照義
雨海左武郎

笹生  登

山本 欣一

竹谷  恵
飯塚  孝
田中 国雄

栗林 正幸

横山 正二

紙塚  博
前田 耕作
山内 正孝
川戸 健一

山根  怜

板東 輝雄

吉田 信之

相場 清一

界  三徳
野村 嘉明

村山 幸雄

屋比久 潔

竹林 克彦

神沢  暁
長浦 音吉

伊藤 鉱一

北  義一

安倍 淳美

辱市 祐昭

上野  勇

下向 祥夫

市川 千里

渋谷 脩次

宮崎 正克
近藤 幸則

松本 章二

黒木 武彦
大塚 敏男
増村 栄治

田中  登
白銀 茂夫

長塩 健吾

前田 多聞
坂本  平

佐々木彦士

遠井 稔男

斉藤  栄
長浦 音吉
山本  博

松尾 益吉

奥田 啓介
南  直治
池田 昌道
里見 光徳
浜中  誠

鳥越 邦彦

鈴木 仁一

中村  隆

五十里光秋

秋山 真男

伊豆  晃
木村  寛

津守 幸介

木原 逸夫

渡部 了雄

富田 勇夫

豊田 昌弘

小島 勇夫

伊藤 達男
村田堅太郎

近藤  巌

鈴木 正一

高橋  毅
山野  明

野島  譲

高橋 俊二

伊藤 秀樹

門田 久人

田之上市雄

自岩 良二

近藤  満

保坂 和也
三間 勝乗
石橋 三彦
三宅  勝

勝賀瀬健三

横溝 安伸
伊藤 鉱一

清水 善一

増田  稔

本郷 節生

相沢 和夫

松橋  裕

高橋 重夫

界  三徳
河田 歳雄

吉田健次郎

東条 義昭

遠井 稔男

山田 幹高

浅野 克彦

多湖 実松

近藤 三宥

青木 定男
稲石 三二

伊野 二彦

下山 晃弘

倉持守二郎

川上 啓治

山本 人郎
古谷 多市

岡村 義昭

北川 長生

古謝  貢

鈴木 祐司

西巻 育夫

佐藤 秀夫

中鳴 鎮也

川原崎 敏

吉川 知之

又吉  慧

春野 良三

今北 基夫

辰市 裕昭

上原 正士

川島 一郎
里見 光徳

板垣 隆房

浅岡  武

中島 寿稽

沢  長寿

山根   '1令

新名 静夫

間瀬 和義
野田  進

沢村 哲雄

新屋 哲夫
田中  清

末岡  脩
小黒  肇
西垣 忠夫

佐々木善也

梶原 義実
渡辺 伊八

工門 智生

小島 正男

下泉 芳文

本多  守

増田  幸

入間 照雄

柿沼  清

不破  裕
田中 章喜

武田 博利

吉本 侃司

原口健二郎

築地 孝彦
岡本 武利
加藤 三夫
藤本  弦

笠原

須藤

川上

原

野村

高麗

冨田

岩田

」しり||

杉浦

三井

長尾

万前

松島

野牧

一男

博

弘

紀征

嘉明

久義

善明

正明

博邦

卓

政昭

久

男

元

雄

秀

　

　

一
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近藤 昭文



委    員 森  邦夫

伊藤紀久末

渋谷 有人
木所 正式

鵜飼 重雄

橋本 雅義
森嶋 茂信
薩摩 真琴
蒲生 積資
金田 品子
石井  孝

鈴木 吾一

亀山  芳
堀尾 雅明

沢田  勉
魚住 歳弘
伊藤 政夫

菊地 幸彦
近藤 俊男
古川 尋久

中村 安伸
小池正太郎

井本 市治

中根 光一

寛  健司
石塚 昌司

後藤 照彦
徳永 琴生

宇佐美光男

国井  勝

鈴木 培壬

近藤 光男

松坂 健次

佐野 武四

福井 恒雄

西島 正雄

佐々木 保

川元 嘉伸
渡辺 一民
小鳥居安彦

美奈川博継

大見  進

石田 正明

磯部 守男

村田 喜則
佐野 元彦
森   澄
匹田 勝男

竹内  隆

佐藤 重徳
本単 洋喜
諏訪 宏和

小斎  忍

加藤  徹
伊藤 博夫
奥野 忠治

村田 義雄
田中 利雄

鈴木 敏夫

小林

手塚

長尾

坂野

伊藤

前田

大田

渡辺

山中

帯原

岡本

知生

哲

正男

季秋

治郎

潔

雅子

昌弘

為吉

国子

武士
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運

」らL
兄兄

来住

清水

薩摩

山本

田中

山田

新屋

香田

井上

石黒

鈴木

佐野

村田

鈴木

賢一

光夫

真琴

友子

令

和子

智子

香

邦

克行

房子

詔子

ミサ子

愛子

柘植

原田

田中

後藤

紀子

和子

清美

和子

口貝
ル
又
′
ア
ー

,シ
=
‐

之

郎

伸

三

係

係

係

係

道

報

報

泊

饉

録

広

記

宿

救

総務委員長

総務日1委員長

庶務会計係

式典表彰係

練習会場係

輸 送 係

警 備 係

駐 車 場 係

駅前案内接特係

競技委員長

競技■委員長

会 場 主 任

進 行 係

記 録 係

放 送 係

選 手 係
シャ トル係

連絡掲示係

線 書 係

得点表示係

田中 章喜
原口健二郎

山口 武満
上島 昌之
岡田 利彦
竹尾新二郎

松井 啓晏
夏日 英二

自井  操
杉浦 美雪
近藤 豊次
鈴木 国義
清水 善勝

彦坂 好郎
堀田 正幸
大羽恵美子

夏目 智子
比井さえ子

古久根早苗

遠藤 順子

鈴木 祐司
目崎 久男
細野 節子
岩塚 幸子

柴田  亨
伊沢 忠男

西郷 強次

自井さち子

大和 典子

小池  岐
伊藤 芳美

小林 隆良

小川 勝夫

森田 誕生

松井 久枝

小柿 恵世

原田 烈子

小日桐勝世

竹内喜代子

森田

石田

各務

井沢

森

加藤

松 野

溝口

森田

阪野

近藤

精一

直司

通則

宏

大介

正彦

昇二

歌子

芳男

素行

忠義

青山 敏郎
小沢 靖彦
野中恵美子

鈴木

竹下

芳山

勇

輝雄

家 治

杉本

加藤

高橋 実江

安辺由美子

加藤 友子

高橋三代子

中村みゆき

神藤 孝男

森  道子

後藤多順子

内田千枝子

田村 孝子

上原

藤井

原

中薮

信彦

啓彰

弘

智子

魚住

鎌田

寺沢

成田

山岡

栄子

悦子

邦子

憲治

雄一

佐藤 陽子  宮本みさち

木所 正式  高須 和代  原田茂登子

中野八十一郎

佐藤 秀明

鈴木 稔雄

三浦 成子

松平 淳子

佐久山睦子

田中 王子

技 口貝

伊藤 鉱一

大世古吉弘

下込 貞司

中野 正紀

藤掛 元英

丸山 元子

伊藤 節夫

佐藤 荘二

佐藤 千春

富岡 茂樹

高柳  毅

岡田 秀明

河原山晴夫

杉浦 順一

大河 一夫

渡辺 幸男
深谷 秀司

高橋 伸行

冨田 英夫

小野沢公子

山上 直之

石川 憲市

伊藤 治郎

油井

小林

上島

高橋

秀男

清通

昌之

伸江

大谷雅志

斉藤美智子

鈴木 洋子

成田 美夫

酒井千恵子

中尾あかね

山出 泰子
福井  誠
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審 判 長
副 審 判 長

審 判 主 任

審 判 員

進 行 係

放 送 係

表 彰 式

アシスタント

会 場 係
プラカード係

天野 鎮一

山本  博
平岩 友憲
南  善雄
近藤  進
藤江  至
天埜 良彦
堀  幸矩

川合 信行

伊藤 弘泰
冨樫 雅樹
中林  博

梅田 重之
森  久子
加藤 充洋

新井麻利子

小林  司

武田 省司

中村みゆき

中野 正紀
平岩 友憲
松井 啓晏
上島 昌之

藤原 美香
石田 直司

富田 英夫
下込 貞司
野中恵美子

田中  令
杉浦 順一

自井  操

芳山 家治

森田 桂示
山崎 実興

平田 欽也
武田 正雄
後藤  守
三島 雅人

伊藤 一夫

朝倉 康善

溝口  弘

鶴田 朋子
浅野 雄助

竹内 文利
佐藤  靖
芋塚 紳二

水谷 芳夫

豊田 暢彦
伊藤  司

安辺由美子

野口  勇
飯村 順一

三間 勝乗
伊藤 雅昭
粟田  運

中口 直人
鈴木 勝美

伊藤 隆昌

水口 直樹
北川 朋子
外山 哲司

壁谷 博幹
吉見千津子

山本 明靖
飯嶋 康之

川崎 有恒

柴田 正和
新屋 智子

山田順一郎

中村 高久

岩田 甲司

菅井  孝
矢部 芳光
増田 博康
水野 重秋
井立志保理

田原利江子

土田 珠江
浮海 利幸
山本 佳樹

増山 洋子
見山 育子
金子  司
香田  優
瀬古 悦代
伊藤 芳美

町田 守正

山本 卓男
山田  薫

字佐美 武
松島  保

猪口 通子

杉浦 清枝
吉崎 昌樹

鷲野 直之

小県美恵子

山田 義人

浦川 ネL子

羽田野啓人

中島 清明

中野 静代
佐藤 泰理

本多 常民
多賀 純一
川原 雅治

石田 義則
谷口  寛
樋口 祐子
山田 博之
富下 宗久
山本 耕三

大畑 弘子
大
"1 
利哉

新井 孝育
筒井 恒夫
清水 雅志
近田 智嗣
梶間能理夫

式 典 表 彰 役 員

式 奥 総 括

夏 日 英二

杉浦 邦枝
山崎 実興

中村美香子

大河 一夫

大谷 雅志

佐藤 荘二

井立志穂理

自井 さち子

石川1 憲市

高柳  毅
大林 理恵 市川1 靖子

近藤 忠義
成田 英之

富岡

松野

茂樹

昇二係
齢
係
係
係
係

手

・案

待

備

護

楽

選
節
接
警
救
音 加藤 友子
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庶務会計係

会 場 係

式典表彰係

プラカード係

プラスバンド

木 村 恵 子

鬼塚恵理子

園 原 治 美

堀 場 美 佐

米 原 陽 子

藤 掛 智 子

河合亜由美

河 合 啓 幸

小 林 祐 司

大 場 盛 夫

都 築 正 明

市 川 靖 子

浦 野 統 代

小 島 愛 子

蔦 垣 敦 月

外 山 栄 子

石 田 陽 子

小林よし子

鈴木奈緒子

彦 坂 悦 子

鈴木佐江子

能 勢 寛 恵

二 村 明 美

鈴 木 統 子

萩 原 由 子

井 本 智 子

石 田 珠 世

伴 野 祥 子

野 村 智 子

林  嘉 勝

石原真理子

渡 辺  徹

竹 内 幹 雄

朝 倉 靖 恵

河 合 明 子

岩 附 香 予

石 田 珠 世

佐 野 明 子

増 山 実 子

鴻 沢 公 子

村 田 明 子

遠 山  薫

広田貴世志

伊 藤 広 善

小 田 次 郎

西 河 和 子

藤 原 美 香

近 藤 光 代

柴 田 里 美

野 村 尚 美

内藤真紀代

榊 原 正 子

池 田 静 江

鈴 木 洋 子

小 林 亜 矢

山川千恵子

藤 岡 愛 子

松原美穂子

筒 井 幸 子

矢野裕輝子

三 浦 明 子

中村美香子

菅 原 文 子

柴田真理子

清 水 裕 子

寺 田 衣 里

鈴 木 統 久

木村三智子

瀬 尾 裕 子

近 藤 裕 之

鵜 飼 元 子

中村美香子

鈴 木 克 枝

岡 田 弘 美

大矢みどり

木 村 妙 子

牧 野 靖 永

斉 藤  実

小 沢 正 直

大 森 健 児

近 藤 札 子

中村美香子

高 木 由 佳

下鳥美穂子

西土貴美子

石 田裕 子

吉池みゆき

田中奈穂美

近 田依 子

中 村 悦 子

吉 野 一 悦

渡 部 邦 子

丸 山 園 美

内 川 由 紀

小 林 美 和

市 川 靖 子

藤 原 美 香

加 藤 直 子

朝 倉 育 代

三 井 礼 子

鈴木みどり

大須賀一弘

中 神 直 子

木 藤 友 世

田 中 基 明

橋 田 明 美

藤 原 美 香

伴 野 祥 子

山下 由 恵

村田佳菜子

仲 瀬 裕 子

豊 田時 久

藤 原勝 広

大井 理 全

山 口純 代

朝 倉 裕 恵

鈴 木 勇 吾

小 林 正 行

芳 賀 康 治

松 下 智 昭

中尾美奈子

佐 藤徳 之

村上ひろみ

天 野 年 雄

上 村 明 子

山本 博 美

伊 東典 江

仲 村 智 弘

岡 本 直 弥

伊 藤 浩 幸

山本 真 実  加 藤 雅 子

中村 育 代  中野 泰 子

大 林 理 恵

夏 目知 佳

夏 目幸 子

深 田 浩 子

大 矢 貴 子

北 村 恵 子

冨口恵理子

柴 田 智 子

松 井 郁 枝

伊 奈 通 恵

加 藤 文 枝

根木理恵子

金 子 琴 美

山 下 由 恵

坂 田 泰 子

和久田佳世子

久 坂 英 子

羽 日 英 子

小 田 和 司

丸 地 淳 子

加 藤 正 一

前田真理子

松本由起子

尾 藤 欣 哉

林 ひとみ

長 沢 い く

小野田 恵
東  妙 子
北 川 恭 子

末 松伸 子

白井 美 子

山 口敦 子

朽 名 佳 子

戸賃里裕子

立岩利依子

河 合 央 子

村 木 葉 子

大 林 理 恵

山 口富美子

中村 育 代

城 所 克 枝

藤 森理 絵

桜 井 寿 枝

津 田静 江

高 柳 直 美

鈴 木 志 保

佐藤万理子

柴田このみ

鈴 木 洋 子

中村 博 子

芳賀里枝子

堀 美由紀
原  1理 恵

相 見 仁 見

清水ひかる

中野 泰 子

安藤千代美

竹 田光 伸

渡辺小衣子

渡辺真一郎

中神 正 博

室 田育 代
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プラスバンド

警 備 係

駐 車 場 係

救 護 係

記録報道係

進 行 係

記 録 係

放 送 係

シャ トル係

連絡掲示係

水谷伊津子

林  享 男

伊 藤 隆 文

牧  宜 史
三 川 一 夫

後 藤 和 雄

戸 田  浩

喜多村正樹

田中奈穂美

近 藤 光 世

高 橋 良 江

池 田 静 江

猪子佐知子

矢 沢 浩 子

鈴 木 志 保

光部奈津子

野 村 尚 美

武井亜季子

平 野 恵 美

石 田 徹 郎

菊谷兼一朗

伊 奈 通 恵

浅 野 直 宏

早 川 昌 宏

鈴 木 直 美

岡 田 玲 子

鈴 木 洋 子

中 村 博 子

大 野 桂 子

波多野英行

白井 浩 司

柴 田 里 美

村 尾 昌 亮

朝 倉  健

堀 田 賢 嗣

石 崎 義 浩

本 田 玄 弥

松 下 記 之

岡 田美 香

高 木 由 佳

大 村 美 乃

嶋 田 和 代

熊 谷 文 敬

加 藤 裕 介

下鳥美穂子

高 津 洋 子

松 下 羊 子

鈴木奈緒子

佐藤万里子

西土貴美子

彦 坂 悦 子

松 井 郁 枝

中 西 利 幸

山 口敦 子

朽 名 佳 子

下 平 起 市

久 島 裕 輔

鈴 木 美 紀

後 藤 英 之

能 勢 寛 恵

竹 内 晴 美

佐々木 勇

伊 東 信 人

兵 藤 忠 則

内 田 詳 人

中 神 英 始

松 下 勝 利

宮 下 恵 子

夏 目知 佳

斉藤奈津子

末 松 伸 子

鈴 木 洋 子

斉 藤 亜 弓

深 田 浩 子

天野美穂子

厚 田健 良

柴田このみ

長谷川幸洋

加 藤 千 鯉

鈴 木宏 昌

伊 藤 守 樹

加 藤 勝 義

藤 岡愛 子

高井久美子

中 鳥弘 量

白井 克典

夏 目幸 子

伊藤よう子

加 藤 句 子

中 村 重 彦

山 田 佳 紀

坂 倉 良 浩

小 林 正 明

松 野 正 三

新 井 知 子

高 橋 邦 実

星 川 育 男

冨田恵理子

松原美保子

近 田依 子

佐藤由佳子

林  昌 伸

鈴木佐江子

岡 田 正 人

水 谷  浩

伴  宜 佳

伴  直 久

安 部 孝 明

森  大 二

日比野晃代

平野佐智子

岩 間 一 頼

中川まさ代

九 山 園 美

柴 田 智 子

三 浦 貴 子

三 田 昌 弘

山川千恵子

本 多 宏 次

鎌 倉 京 子

佐 埜 明 子

加 藤 文 枝

河合江理子

尾 崎 久 展

城 所 克 枝

藤森理絵子

片 山 明 子

有 馬 久 雄

稲 垣 正 巳

林  道 広

吉 田 成 昭

山 内 寿 一

九 井 秀 夫

浦 野 統 代

戸 神 ま や

新川美智代

立岩利依子

自井 美 子

三浦由美子

柴 田義 隆

吉野一 悦

住野良 彦

柴 田由 美

夏 目教 代

戸賀里裕子

加 藤 尚 美

兵藤伊久夫

小 島愛 子

蔦 垣 敦 月

高 津 浩 子

渡 辺 敏 之

小 林 亜 矢  中 村 悦 子  鈴 木 美 恵

係手選

大 沢

小 林

河 合

渡 部

平 野

緑

清 明

秀 文

邦 子

恵 子

渡辺美真子

菱 田 幸 子

宮 田 純 一

林 ひとみ

長 沢 い く

波多野桂子

佐 藤 安 代

線   審
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線   審

得点表示係

練習会場係

佐々木孝信

小 野 博 之

金 田 行 正

東  好 子

高 橋 敬 司

近 藤 盛 人

鶴 見  聡
二 村 高 志

加 藤 充 洋

佐藤久美子

横 山 成 美

鬼 頭 秀 明

渡 辺 幸 寿

小林美香子

松 坂  園

戸 田 昌 孝

内 山 礼 子

佐々木理江

佐 野 博 昭

笹 野 恭 嗣

津 田 静 江

高 柳 直 美

奥 平 宗 寛

林  正 明

桑 島 美 紀

池 町 美 華

宇 敷 武 夫

大 林 弘 靖

疋 田 泰 生

内 川 由 紀

山 下 由 恵

菅 原 文 子

羽 日 英 子

村 木 葉 子

石 井 雅 典

夏 目良 徳

川 合  彰
坂 川 良 徳

神 原 正 子

吉 田 雅 裕

福 田 孝 一

野 本 征 男

大 丘  勝

小野田登美雄

堤  征 子

小山まゆみ

田 中 伸 佳

後 藤 明 玉

鈴 木 続 子

力 石  隆

石 橋 友 雄

高橋いくえ

山本いずみ

小 林 真 之

鈴 木 孝 則

石 田 陽 子

田畑三千代

伊 藤 高 政

小 林  訓

牧 野 裕 美

伊藤あけみ

林  秀 道

渥 美 充 利

鈴 木 康 弘

金 子 琴 美

木 村 妙 子

加 藤 直 子

三 浦 明 子

原  理 恵

田 中 孝 史

西 川 昌 晴

瀧 川 大 仁

小野田 恵
吉池みゆき

花 井 幹 尚

野 村 浩 一

水 越 好 則

杉 浦 英 樹

音 部 憲 幸

菅 沼 陽 子

中 野 明 枝

渡 辺 至 道

梶 浦 恭 弘

筒 井 幸 子

谷 中 宏 充

鈴 木 敏 夫

山本恵理子

松 岡 常 志

四 元 雅 也

尾 藤 正 好

高 橋 啓 美

林 健一郎

森  靖 史

野 末 好 伸

中尾由美子

稲 山 悦 子

原  聡 秀

中 野 泰 義

小 日 雅 也

河 合 央 子

朝 倉 裕 恵

久 坂 英 子

市 川 靖 子

井 本 智 子

杉 浦  智

兼 佐 真 一

中 山 茂 之

桜 井 寿 枝

北 村 恵 子

徳 井 和 宏

仲 保 和 彦

川 澄  剛

小 林 耕 司

大 田 博 文

春 田 朱 美

芳賀千 1す子

元 島  章

中 根 久 明

酒 井 啓 子

山 本 純 久

高 柳 浩 史

井伊谷浩世

加 藤  仁

笹 野 恭 正

仲 瀬 宰 吉

北 川 恭 子

伊 藤 好 人

今 村 尚 樹

高 林 幹 知

岩井真由美

牧 平 元 康

村 瀬 裕 哉

三 原 大 作

二 村 明 美

堀 美由紀

清水ひかる

野 村 智 子

坂 田 泰 子

斎 藤 陽 司

前 田 隆 生

外 山 栄 子

池ノ谷一利

久 永 文 雄

岡 田 章 吾

都 築 佳 孝

鈴 木 啓 友

大 岩 良 江

長 浜 房 子

松 井 育 代

竹 内 哲 也

山 本 好 計

矢野裕輝子

八 木 義 和

中 村  宏

藤 田 親 恵

丸 山  稔

菅 沼 敏 弘

内藤真紀代

根 本 純 子

坂 井 正 志

稲 垣 明 和

富 水 幸 朗

谷 口博 子

深 溝 賢 慈

尾崎美智雄

松 原 英 樹

牧 野 佳 枝

萩 原 由 子

和久田佳世子

柴田真理子

大 林 理 恵

中 村  寛
渡 辺 浩 康

大 矢 貴 子

森 下 寿 信

鈴 木 和 訓

北 村 博 文

杉 浦 義 勝

千 賀  雄

松 橋 美 和

藤 城 順 子

戸 沢  享

城  康 弘

芳賀里枝子

宮 脇 明 美

牧 野 正 典

中 内民 恵

小 林 正 典

石 黒康 弘

石 田裕 子

三 好 智 美

大 森 裕 次

飯 田光 彦

田 中  恥
飯 島 克 恵

馬場 正 明

北 谷佳 意

疋 田哲 生

根本理恵子

小 林 美 和

山口富美子

朝 倉育 代

相 見 仁 見

- 18-
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練習会場係 松 井 克 行

中村 和 茂

夏 目剛 志

井 戸 啓 一

松 下  明  横 田哲 生  吉 田安 仲  講 井 恒 夫
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順 序 次 1南 考

役 員 ・ 選 手 集 合

開 式 通 告 フ ァンフ ァー レ

選 手 団 入 場 行進曲

開 会 宣 言 大会副委員長

国旗 。大会旗等掲 揚 君が代

1不 ||く 大 会 会 長

優 勝 杯 優 勝 旗 等 返 還 大会会長ほか

大 会 会 長 あ い さ つ 全国高体連専門部長

歓 迎 の と |よ 豊橋市長 豊橋市議会議長 生徒代表
10 激 励 の と  |よ 県バ ドミントン協会長

11 競 技 上 の 注 意 競技委員長

12 審 判 上 の 注 意 審 判 長
13 選 手 宣 誓 選 手 代 表 ファンファー レ

14 表 彰 ・ 感 謝 状 贈 呈

15 閉 式 通 告

16 役 貝 ・ 選 手 退 場 行進曲

L

"ヽ

血

●開 会 式

●学校対抗表彰式

●個人戦表彰式および閉会式

要   領
昭和58年 8月 2日 ω 15時 豊橋市体育館

昭和58年 8月 4日 (本 1'1111り 千本了,1官

昭和58年 8月 7日 (日)

順序 次 .|,
1薦 考

役 員 。 選 手 集 合

開 式 通 告

役 員 選 手 入 場 行進曲

成 績 発 表 競技委員長

ノ、 大会会長・ NHK 得賞歌

閉 会 通 告

役 員 ・ 選 手 退 場 行進曲

順 序 次 千億 考

開  式  通
選 手 入 場 行進曲

成 績 発 表 競技委員長

人 大 会 会 長 得賞歌

大 会 会 長 あ い さ つ

講 ,il: 大会委員長

歓 送 の と ば 豊橋市教育長

国旗・ 大会旗等 降納 君が代

閉 会 宣 言 大会副委員長

10 閉  式  通 フ ァンフ ァー レ

11 選 手 退 場 行進曲

実行委員会お礼のことば

-20-
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△
7ヽ

［口 程

種   別 月 日 内 容 場 所 時   間

会   議 %暢 ) 全 国 高 体 連 バ ド ミン トン部 常 任 委 員会 本 部 宿 合 17 : 00

会   議 %ω 全国高体連バ ドミントン部専門部長・委員長会 豊橋 市体育館 9 :00

会   議 %(Ю 監 督 会 議 豊 橋 市 公会堂 12: 30

開 会 式 %ω 開    会    式 豊 橋 市 公会堂 15:00

競    技 %" 学 校 対 抗 1 3 回 戦

豊橋 市体育館

北部地区体育館

時習館高体育館

豊校工高体育館

9 :00

～17: 00

競   技 %"

学校対抗 (男 ・女 )

準 ,々  決  勝 ～ 決

学校対抗表彰式

||ト 豊 橋 市 体育館
9:00
～16: 00

競    技 %0 個人ダブルス (男・女)1回 戦 ～ 準々決勝

豊橋市体育館

北部地区体育館

時習館高体育館

豊橋工高体育館

9 : 00

～17 : 00

競    技 %0 個人ンングルス (男・女)1回戦 ～ 準々決勝

豊橋市体育館

北部地区体育館

時習館高体育館

豊橋工高体育館

9 :00

～17:00

競   技 %(日 )
個人ダブルス・ンングルス (男・女 )

準決勝・決勝  閉会式
豊橋市体育館

9 :00

～13: 00

- 21-



タ イ ム テ フ
｀`
ル

Ｉ

Ｎ
Ｎ

Ｉ

第

日

8
月
3
日

会   場 豊 橋 市 体 育 館 豊橋市北部地区体育館 時習館高校体育館 豊橋工業高校体育館

コ ト 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 26

9:00～ 11:00 10 11 12 13 10 11 12 13 1 16 17 1

11:00～ 13:00 14 15 26 27 15 26 27 18 19 32 33 7 18 19 20

13:00～ 15:00 28 29 30 31 28 29 31 23 24 25 41 41 21 22 23 24

15100～ 17100 38 39 40 38 39 40 35 36 37 35 36 37

第

日

8
月
4
日

会   場 豊 橋 市 体 育 館

コ
|ヽ

9:00～ 11100 42 43 44 45 42 43 44

11:30～ 13:30 46 47 46 47

14:00～ 16:00 48 学校対抗表彰式

25

一

＞

６

一
χ

７

一

３

１

一

３7

30 25

|



タ イ ム テ フ
｀`
ル

第

日

8
月
5
日

会   場
コ ト

9:00～ 9:45

9:45～ 10:30

10:30～ 11:15

橋

1 2 3 4 5 6 7 8

豊橋市北部地区体育館

9 13 14

時習館高校体育館 豊橋工業高校体育館

15 16 18 19 20 21 22 23 24 25 26

1 4 1 3

7

18

28

10 11 12 10 11 12 18 19 20 21 22 23

5 5 24 25 26 29 13 14 15 13 14 15 24 25

31

26 27 28 29

8 8

36 37

31 32 ３

一
５

34 51 16 17 16 17 43

46

44

47

30 32 33 34 51

11:15～ 12:05 36 37 38 38 53

59

54 56 57 44 45 45 52 53 54 55 56 57

40 41

69

40 41 42 60 61 62 63 47 48 48 49 50 59 60 61 62 63

12:55～ 13:45 68 67 68 69 70 64 65 66 75 76 77 49 50 71 72 73 65 66 75 76 77

13:45～ 14:45 83 84 83 84 78 79 80 81 82 71 72 73 74 79 80 81 82

14:45～ 15:45 91 91 87 88 89 90 86 85 86 87 88 89 90

15:45～ 16:45 93 94 92 94

Ｉ

Ｎ
ω

ｌ

第

四

日

8
月
6
日

会   場 豊 橋 市 体 育 館 豊橋市北部地区体育館 時習館高校体育館 豊橋工業高校体育館

コ
|ヽ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 24 25 26

9:00～ 9:45 1 1 4 18

24

19 20 21 22 23 10 11 12 10 11 12 18 19 21 22 23

9:45～ 10:30 25 26 27 28 29 13 14 15 13 14 15 24 25 26 27 28 29

10130～ 11:15 8 8 31 32 33 34 51 16 17 16 17 43 44 30 31 32 51

11:15～ 12:05 35 36 37 38 35 36 37 38 53 54 55 56 57 44 45 45 46 47 52 53 55 56 57

12:05～ 12:55 39 40 41 42 39 40 41 42 58 59 60 61 62 63 46 47 48 48 50 58 59 60 61 62 63

12:55～ 13:45 67 68 70 67 68 69 70 64 65 66 75 76 77 50 71 72 73 74 64 65 66 75 76 77

13:45～ 14:45 83 84 83 84 78 79 80 81 82 71 72 73 74 78 79 80 81 82

14:45-15:45 91 91 87 88 89 90 86 85 86 87 88 89 90

15:45-16:45 93 94 92 82 93 94

第
五
日

8
月
7
日

会   場 豊 橋 市 体 育 館

コ ト

9 100～ 10:00 95 95

10100～ 11:00 95 95

11:00～ 12:00 97

12:00～ 13:00 閉 会 式

17

23

＋
―
―
―

一
２

一

■
―
―

一
９

１２

一
２１

12:05～ 12:55

101 11~~~T~~~
19翌 0

館

一「

育

一「

体

一

市

一

93

23

20

33 34

54

7
~十~~

69

トーーーー



圧
日旨
月

「

項

◎総 合 的 な 注 意
1.こ の大会は、全国高等学校体育連盟が定めた大会実施要項および現行日本バドミントン協会競技
規則、同運営規定により行なわれます。
2.監督、コーチ、マネージャー、選手の変更は監督会議をもって最終のものとします。
3.個人対抗の選手の変更はいかなる理由でも認めません。
4.そ の他は監督会議の申し合せによります。
5.特に次の点を厳守して下さい。
(1)競技場の運動ぐつは競技用と屋外用をはっきり区別して下さい。
(2)試合のため会場に到着したら「受付」をすませてから入場して下さい。
(3)応援 |オ 「声援」でなく「拍手」のみで行って下さい。

◎競 技 上 の 注 意
。学校対抗

1.会場へは40分前までに到着、学対対抗20分前までにオーダー用紙を進行係に提出して下さい。
2.こ の大会は競技開始の順序を次のように行ないます。
(1)エ ントリーされている者は、全員20分前に選手集合所へ整列します。
(2)集合完了後、プラカード、主審、サービスジャッジ、監督、コーチ、マネージャー、選手、線
審の順で入場します。

(3)あ いさつの後、各校 5分づつの練習を行い試合を開始します。
(4)ゲームの進行状態に応じて 2コ ート並行して試合を行うことがあります。
(5)コ ートを変更して試合を行なうことがあります。
3.棄権とみなすのは選手が 5名 に満たない場合および定刻30分前まで (ま たは指示のあった時刻ま
で)にオーダー提出のないとき、または集合時間 (定刻20分前)に集合しなかったとき。
4.ベ ンチに入ることのできるのはエントリーされた者のみです。
5.すべて2点先取で終了します。
6.試合終了のあいさつの後、入場時と同様に整列し退場します。
O個人対抗
1.個人対抗については会場へ30分前に到着し受付をすませて下さい。
2. この大会は競技開始を次の順で行ないます。
(1)監督と当該プレーヤーは20分前に選手集合所へ集合します。
(2)集合完了後プラカード、主審、サービスジャッジ、監督、選手、線審の順で入場します。
(3)あ いさつの後 3分間練習後、試合を始めます。
3.棄権とみなすのは集合時間 (定刻20分前)に集合しなかったときです。
4.ベ ンチに入れるのは監督、選手のみです。ただし監督に支障のある場合競技委員長の許可を得て
責任ある代理を認める。
5.試合終了のあいきつの後、入場時と同様に整列し退場し、敗者の監督は進行係の指示により次の
試合の主審を行う。

◎審 判 上 の 注 意
1.会場内の附属物にシャトルが当ったときはフォルトにします。
2.主審の認めたタイム以外は一切認めません。
3.シ ャトルの交換は主審が必要と認めたときに限ります。
4.次のような行為は厳につつしむこと。
(1)汗ふきやくつひものしめかえ。
(2)長 いサーバーの静止。
(3)お そいレシーパーのかまえ。
(4)競技中と1ゲ ームの後のサイドコーチ。
5.抗議はいっさい認めません。不審のときは礼儀正しく監督が質問して下さい。主審の判定に服し
ないときは、その試合を放棄したものとみなします。
6.異議の申し立ては、書面で競技委員長に提出して下さい。

士思
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男子学校対抗組合せ表 (B丁 -49)

延暦寺学園比叡山

大  垣  工  業

鹿 児 島 中 央

土       佐

水 島 工 業

逗 子 開 成

高 岡 第 一

札 幌 第 一

小   松   原

東 奥 義 塾

同   志   社

田   り|1   東

受 知 工 大 名 電

日 本 大 学 山 形

足       羽

広 島 国 泰 寺

宮 崎 工 業

伊 勢 工 業

日    川
|

九 州  学  院

徳  島  市  立

日本大学鶴 ヶ丘

大       東

前       沢

尼 崎 市 立 尼 崎

(滋  賀)

(岐  阜)

(鹿 児島)

(高  地)

(岡  山)

(神 奈 川)

(富  山)

(南北海道)

(埼  玉)

(青  森)

(京  都)

(福  岡)

(愛  知)

(山  形)

(福  井)

(広  島)

(宮  崎)

(二  重)

(山  梨)

(熊  本)

(徳  島)

(東  京)

(島  根)

(岩  手)

(兵  庫)

27新  宮  商

28 北  越  商

29日  田 三

30伊

31高  松

32磯

33会 津 工

34滝

35境 港 工

36千  葉

37奈 良 市 立

38東

39横  手  工

40石  岡  第

41与

42長  野  商

43柳 井 工

44宮 城 県 立

45 白

46 柏

47作 新 学

48松  山

49金 沢 市 立

業 (群  馬)

業 (和 歌山)

業 (新  潟)

隈 (大  分)

東 (静  岡)

西 (香  川)

浦 (長  崎)

業 (福  島)

川 (北北海道)

業 (鳥  取)

南 (千  葉)

条 (奈  良)

海 (愛  知)

業 (秋  田)

一 (茨  城)

勝 (沖  縄)

業 (長  野)

業 (山  口)

業 (宮  城)

石 (佐  賀)

原 (大  阪)

院 (栃  木)

南 (愛  媛)

業 (石  川)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25
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⑦
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⑩
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⑦
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39
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●
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④

10

⑪
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⑭
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O

工

工

26桐 生 市 立 商

②

0
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②

③

0

0
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⑩

⑫
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女子学校対抗組合せ表 (G丁 -49)

小 山 城 南 (栃 木)

札  幌  静  修 (南北海道)

須   坂   東 (長  野)

奈 良 市 立 一 条 (奈  良)

高 峯 女 子 (広 島)

真   室   川 (山  形)

鶴 鳴 女 子 (長 崎)

高 松 商 業 (香 川)

茂       原 (千  葉)

足       羽 (福  井)

南   風   原 (沖  縄)

盛 岡 市 立 (岩 手)

愛 知 淑 徳 (愛 知)

山 陽 女 子 (岡 山)

東       温 (愛  媛)

新 島 学 園 (群 馬)

宮 崎 商 業 (宮 崎)

静 岡 城 北 (静 岡)

園 田 学 園 (兵 庫)

金 沢 二 水 (石 川)

延暦寺学園比叡山 (滋  賀)

多     摩 (神 奈 川)

鹿 児 島 南 (鹿 児島)

下   関  南 (山  口)

千 葉 学 園 (青 森)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

④

0

O

⑪

D

⑩

②

こ

①

3う

①

⑩

⑩

①

④

④

⑩

⑫

⑬

14

①

⑩

⑭

0

0

C

②

③

26四 條 畷 学 国 (大 阪)

27岐 阜 女 子 商 業 (岐  阜)

28明       野 (茨  城)

29土 佐 女 子 (高 知)

30八 幡 大 学 附 属 (福  岡)

31聖 ウル スラ学院 (宮  城)

32松 江 商 業 (島 根)

33成 安 女 子 (京 都)

34佐 賀 女 子 (佐 賀)

35日 体 桜 華 女 子 (東  京)

36滑       川|(富  山)

37砂   り|1   南 (北北海道)

38上      尾 (埼  玉)

39秋田経済法科大附属 (秋  田)

40    境    (鳥  取)

41富   岡   西 (徳  島)

42市 都 学 園 (愛 知)

43熊 本 中 央 女 子 (熊  本)

44松       阪 (二  重)

45昭 和 女 子 (大 分)

46増 穂 商 業 (山 梨)

47若 松 女 子 (福 島)

48御 坊 商 工 (和 歌 山)

49新 潟 青 陵 (新 渇)

⑫

④

48

C0

⑩

3

⑫

4o

⑩

④

②

0

O

④
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男子個人対抗ダブルス組合せ表 (BD-98)
||1本

大な

手大

赤塚

野上

τ木

土日

佐藤

佐薔

工国

近藝

遠藝

薇山

渡辺

長浜

芦丼

津日

岩橋

中村

松原

早野

鈴木

野田

神庭

角谷

官西

福ネ

村馬

に

"
福田

浜田

英円

教普

雅也

邦な

晃司

■人

由直

浩

饉二

智史

秀信

義 11

正一

諄治

直樹

隆崚

遣

恒

和産

伸幸

孝宏

■饉

靖之

伸幸

淳一

方F

秀昭

実

浩史

実

―也

小,演  哲

4・坂 大児

後藤 宗昭

本, 克博

さ丼  孝

富  康二

上原 聖司

加藤 浩美

橋本 工博

高橋 市司

小予 光―

嶋田 隆志

仏渕 膀幸

山口 昭産

青山 工伸

自丼 秀―

菅  幸治

本多 秀明

・林  凛―

・平円 4次

・下垣内使嗜

・国辺 ■史

・吉田 淳―

・,■子書―

・■崎  蜻

・松本 泰央

・■都 智隆

・間輌 故軟

・佐々木英二

・式

`姜
掛

・平井 保光

・大沼 良彰

・大工鮨 茂

・中jll 徳幸

・畑山  将

・浜松 栄次

・久米 正敏

・水多  実

・植松  紫

・土口 秀杞

・円崎 和也

・角谷 ψ杞

…寺崎‐ 明

・

「
田 貴史

・末吉 秀刊

・韮沢 伸幸

・山田 ■式

・石嬌  隆

・足ユ  浩

・村山 友ニ

・,6丼   凛

・渡辺 康二

・大森 睦■

・友廣 餞郎

・志付 裕喜

ウ
lヽ国 知則

・佐々木祐之

・青祗 博英

・田中 伸幸

・白濱 圭祐

・気谷 瘍人

・岡都 恭奥

・古久保 徴

・全子 春治

・竹内 億
=

・矢野 弘和

・ 多和国美保

" 
絆

51 環原

52 ,田

53 中島

" ||1又
55 甲斐

“

 熊谷

67 西澤

田 熊な

5, 出|||

見市

61 山田

貞t・ 高嬌

由幸・高な

,生・
=照

昌彦・猪狩

●・本付

康椰・洒丼

菫彦・足立

隆司・■本

式 ′ヽ林

●妻・下回

昌弘・川丼

直壼・円回

輌 井 工 彙 )

会 津 工 奮 )

同 t ■ )

野 田 t,

今 治 |し ,

■   n)

(熊 本・九 州 学 院 )

(茨 ■・江 戸 崎 西 )

(広島・近大け

`輌

山)

(曖 ●・崚 ● 工 秦)

(京 郁・同 恙 社 )

(山 杉・日本大学山形)

(高 地・■   佐 )

(兵Ⅲ・尾崎市立尾崎 )

(大 分・別
"●
見丘)

(■知・■知工大名■ )

(岩 手・前   沢)

(千 葉・十 彙 南 )

(■ 山・■ 山 商■ )

(宮 ■・宮墟■工彙)

(沖 ■・与   ")

(福 井・足   羽 )

(宮崎日本大学■ヶ丘)

(億 島・徳 島 商 秦)

(岡 山・水 島 工■ )

(三 菫・伊 ,工 秦)

(福 岡・ロ リ|1 東 )

(神奈川・川崎市立工案 )

(和歌山・新   宮 )

(3根 ・大   東 )

(南北海道・It幌第一 )

(青 |||・ 高 松 西)

(鹿児3・ 屁兄島商■)

(■ ■・■ 臭 義 塾)

(薔 円・吉 原 工 ■)

(■ 工 」・ 松 原)

(■ 取・  ■  )

(奈良・奈良市立一条 )

(北北海道・″ サ|1北 )

(斬 門・新 湾 商 彙)

(掃 島・会 津 工 彙)

(長 崎・■   清 )

(山  梨・日   |||)

(饉贅嬌嗜寺■■比叡山) 33

(秋 田・依 ロ エ ■)39

(栃 木・作 新 学 院)40

(山 口・柳 キ エ 彙)`1

(佐 貿・白   石
' 42

(石 |||・ 沢市立工秦) `3

62 勒使‖1原尚・さ咲 勇一

〇3 瀬
'|1 
歯i・ 辻原 工勝

“

 小林  修・三浦 宏治

65 回中 耕″・神坂 絣―

66 円口 健二・酒丼 輌樹

67 田村  摯・中■ ,治

68 九山  売 ‐1ヽ中 央智

69 池原 克美・中田  茂

70 中村  豊・田中 腱吾

,1 築谷 凛二・寺本  壺

'2 1ヽ

沐 重t・ 大冨 哲大

73 清水 ―昭・1,国 鯰―

74 三宅 確夫・江● 裕樹

75 白木 4彦・片旧 和弘

76 栞国  ●・原田 伸一

77 千主  明・■呂 泰敬

78 蒲池 隆´ 石丼 失二

7, 中須資史行・ 白政 姜己

m 福田 和浩・中條 起
=

31 南埜 方記・諄り|1 道和

" 
長南 正二・本田 聰郎
33 岩渕 夫治・鈴木 広志

“

 福円 正志・高下 義則

86 松‖1 毬己・

“

田 直i

“

 山本 裕司・川底 宏三

87 石上 :“大・

"  
省―

88 中村 征使・山ノ内政和

89 足立 仁志・今若  敏
90 増田  治・渡辺 工治

91 荒木 春彦・層都 層―

源

康

"
政英

守

幸司

和史

安史

佐

` 
暉行

河野  ヨ

森田 善幸

比
= 
恒裕

石丼 裕二

尾崎 睦t

i谷川奥
"

和也 (山

敏迫 (福

良彦 (京

02(千

博昭 (■

意彦 (■

島

都

葉

曖

綺

(■

(富

(場

(■

4,

島,

都宮工表)

,実 泰)

(奈良・奈良市立―条 )

(北北海道・■  |||)

(1,ら・桐生市立商秦)

(和歌山・新 宮 商 ■ )

(宮 ■・富城県工■ )

(鷹児島・籠児島中央 )

(新 湾 .  力  )

(薔 11・ 高 松 西 )

(■ 森・稟 真
=塾

)

(静 同・青 原 工 秦 )

(佐 興・籠   谷 )

(鳥 取・■ 絡 工 彙 )

(東京輌 治大学

"属

明治)

(石
"l・

全沢市立工彙 )

(諄賣

“

●寺牛■比颯山)

(餞 ●・崚 ● 工 ■ )

(億 島・億 島 市立 )

(山  製・ 日   |||)

(夫 分 .ロ ロ三 隕 )

(円  山・稟円山工■ )

(埼 玉 ″1ヽ 松 原)

(大 瞑・II  凛 )

(■  山・● 山 市 )

(岩 手・前   沢 )

(広 島・広島□春寺 )

(触 本・九 州 学 院 )

(高 知・土   佐 )

(秋 田・横 手 工 ■ )

(茨 城・石 円 第一 )

(島  根・出   ■ )

(福 岡・刈 ロ エ 彙 )

(■知・■知工大名t)

(福丼・足    羽 )

(兵

“

・加古‖|■ )

(三 ■・伊ウエ■)

(沖 ■・与  勝)

(褥井‖1・ B奉 大学)

(南北海道 ′|ヽ●桜閾)

(山形・日本大学山形)

3

ヽ

・■

１

２

３

４

５

６

７

３

９

Ю

＝

レ

１３

●
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=

3

=
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●

t

,1

,

=

0

Ⅲ

弘明

韓夫

幸

菫樹

健司

啓仲

東

●

字

中

旬

崎

木

，

ユ

エ

=
14

15

16

17
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0

Qす

`

(● 崎・宮 |1工 彙 )

(大 瞑 .拮   原)

(群馬・桐生市立商案 )

(長 野・長 野 商 t,

(■ 曖・西   条 )

(■ 知・東   海 )
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鴻原 春美・新木 量子

鈴木るみ子・五十ユ浩失

蛇日 智美・
=本
かおり

"田

ゆか ')・ 詢水 諄子

今丼 裕子・
'テ

 裕子

中村 ■
=・
名菫 輌代

宮本 僣子・山本 昴子

(大

(幅

(壽

(山

('|

(,,

(三

瞑・四條暉争口 )

島 ′ヽ 名 浜 )

島・日 和 佐 )

口・●   山 )

二・上   ■ )

■・南 風 鷹 )

■・松   瞑 )

●

=

．■

●

3

0

ヽ

・
`

,`

`l

`

=`

“

501t本久美子・袴国かなみ

51星野由美子・三薔 "代

52'1保 本子・松キ 香子

53工■ 養美・中島 q美

54債田 和代・安曰 道恵

,5杉村ひろみ・回中 美香

(■ ■・千 葉 学 □ )

(千 ■・茂   瞑 )

(京 都・咸
=女
子 )

(大 分・昭 和 女子 )

(高 ,L・ 土 佐 女 子 )

(■ 取・米 子 西 )

(石 11・ 奎   城 )

(岩 手・千   屁 )

(it'・ 崚●女子商■ )

(東京・日体桜睾女子 )

(嘲 児藤 鷹 児 島南 )

(兵暉庫・口 日 学 口)

(帰本・ 艤本僣■女学院)

(■ 島・ 日 和 佐 )

(山 梨・■ ● 商 ■ )

(山 口・下 田 市 )

(■ 山・■   市 )

(■ 知・■ 知 崚億 )

(■lt浄■・滝  |||)

(嬌 木・■ 日 女 子 )

(大 ■・国條暉■□ )

(山形・山形彙北女子 )

(佐 贅・佐 彙女子
'

(口 山・山 曝 女 子 )

(■ ■・上   尾 )

(■ 匈・市

“

学 口 )

(広島・大下学□颯□ )

(和歌山・枷 坊 商工 )

(宮 崎・宮 崎 商 ■ )

(■ 4・ 今 治 北 )

(栞良・奈良市立―条 )

(茨 城・円   ,)

(富■■ 奎ウルスラ幸え)

(福円・人嗜大学

"■
)

(長 野・須 坂 稟)

(● 円・

"円
崚 北 )

(香 11・ 高 松 中央 )

(島 根・大   稟 )

(秋

(福

l'中

(群

中村
・
直美・嘉崎 "美 (■ 崎・鶴 嗜 女子)8

北川恵美子・ま生美奈子 (京 都Ⅲ成 安 女 7)9

佐藤 崚チ・饉崚 康子 (秋田・秋田和洋女子)10

六椰 由薔・伊

“

 千恵 (■ 知・■ 知 淑億)11

高綸 幸せ・吉村 

“

子 (千 ■・中 央 学 院)12

川野名智失・着丼 郁子 (新  "・ 新 ni崚 )13

星野由美子・星

"実
」代 (島 根・松 江 商■

' 1`
査山 和代・ 全丸 疇子 (宮 崎・宮 崎 商 ■)15

石り|1 佳子・桟丼 和子 (山 ■・■ 1日 商 案)16

増田 匡美・澤田 't子 (凛 贅・さ 贅 女子)1,

稲垣 策子・檜■ ■員 (● 山・■   り||)18

弓闘 曇子・
=光
由美子 (■ 4・ 千 ■ ■ 日)19

望月 十子・高丼 良械 (" 円・
=士
官 稟)"

日本 良意・活丼●つみ (広島・広島女子商彙)21

宮下 輌子・高島 ●工 (神奈川・厚 木 束,22

早‖1 幸恵・安‖1小百合 (福 円・春   日)23

河村 美知・籠島 美保 (高 匈・■ 佐 女子)2`

4・口 ■弓・徳綸紀代美 (南北海■・北二争口女子)25

中川●美子・平丼美代子 (番  |ll・ 高 松 中央)ハ

池上 康子・ 失崎 雅子 (■ ■・薇 訪 二葉)″

高漁 幸子・ 日け安樹子 (薔 焉・前嬌東商業)"

奏付囃美子・辻奉I希子 (奈良・奈良市立―条)"

大量 幸意・■原子夏子 (佐 費・佐 贅 女 子)30

守谷  香・高薔 由美 (富■・壼ウルスラ辛院)31

長各||1幸工・字椰宮円彙 (蝙井・福井工大籠
=井
)32

渋谷 ,械・松本 菫子 (■ 取・  ■  )●

■辺公美乃・高丼 遭代 (餞 ■・
"卑
裔 ■)34

油井由美子・柏山 智子 (岩 手・水 沢 薔 ■)35

関  由紀・吉田 幸子 (東京・日本書奉女子)31

ネ  ■性・米津ゆか',(臓本・ 出本僣■女学院)37

根本まゆみ・須

`千
代子 (栃 木 ″1ヽ 山 繊 南)“

松水実千代・鳳本 英代 (魔児島・蔵 児 島, 39

森ユl 悦子・森国 安代 (兵 庫・ 口 田 学 口)4(

小笠 美摯 中円 志保 (■ 曖・東   塩 , 41

■11 智美・■●我椰口美 (山杉・山形彙t女子)`2

福田 正子・佐
` 
彗子 (円 山・ 會 彙 中央)`3

栗麻里津子 ′ヽ■ 菫子 (大 分・時 和 女子)“

東  贅代・向山 菫子 (大  ,・
"坊
商 工)15

田谷 円子・鈴木 博子 (茨 城・下

“

第二,46

日田 ■こ・川■ 加せ (石 ‖|・ 全沢二水,47
志賃 静薔・三口

"=息
(lt北海道・帯広大容)●

中野 和美・近● ■代 (■ 知・■知菫億)`9

O

C

::

●

り

`

50円国 由美

57菅原 好機

68大野夫奈美

59青木 美幸

∞ 角田奈津子

61小 泉 喘子

62上付 美香

63森  美智子

“

丹沢すみ子

65ま  ま
')

“

●樫 裕子

07,多 浦 清野

“

小野工理可

69南 ‖1 史子

70宮崎 正美

71渡辺由美子

'2●
木 美里

73●  美智子

74堀   =子

'5中
+, 洋子

76神垣ゆか
''

77 山下 貴子

78 B高  明美

'90本
 康エ

m木 本央理子

31 内口 雅子

82佐Ⅲ多実絵

83清口 香首

“

荒丼 ■fヽ

86増 江加豪子

“

桑田 和代

874ヽ山 幸子

88加 蔭 友子

89′ lヽネ 琴美

∞ 当間 和美

'1石
丼 智美

前多 実菫

千葉 和代

後● 洋子

本田ゆうなざ

芹ヶ野久美

川燿 充子

平野真由美

中久  薫

調を 由美

渡辺■理子

岩回 寿子

t々 木遭子

三

"し

お
',

笠倉 伸子

山田 陽子

吉田 幸子

山口 京子

河内 =子

じ々木由美子

杉山きよみ

魚山 尚代

日間こゆ ,

円村 輌子

桧垣 美香

大石千代美

壺泉美代子

永野 洋忠

白石 本子

宮崎美恵子

永

'′

由美子

山田 ■恵

小ホ 久美

須藤あさ子

中出  忍

諸見里知子

森皇■由実

学 ",

羽 )

風 原 )

島 学 □ )

3

0

=」

ι

.1

4`

F

■
国

足

南

新

日

丼

■

■

●

∫

=

=
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92二十颯千贅子・二十■■栄子 (福 島・若 松 女 子 )

93山下ひかつ・杉本美来子 (長 崎・● ● 水子 )

“

 谷口 円子・西山 ■子 (さ贅・
`嗜

寺争口

'ti山

)

95矢 ヶ3雅子・福留なるみ ('中奈川・ ||1 綺 lt)

“

松本 洋子・大石 千秋 (南北海道・■  沼 )

,, 大
"1 
芳皓・東谷 正美 (二 重・  眈  )

03凛田■■恵・本国みとつ (■ 潟・1晰 月 ■餞 )

女子個人対抗ダブルス組合せ表 (GD-98)

●
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男子個人対抗シングルス組合せ表 (BS-98)
見市

戸崎

大城

大森

彰山

嶋

福田

隆義 (福

繁男 (広

直樹 (石

昭典 (東

良・奈良市立―条) 1
阜・岐 阜工 業)2
分・大 分工 筆)3
島・会津 工 業)4
島・安   芸)5
‖|・ 金沢市立工業) 6
京・聖 学 院) 7

鴫田

山本

城島

戸松

隆志 (石

直樹 (鳥

―朗 (福

和洋 (千

啓法 (秋

啓二 (高

５０

５１

９

５３

５４

５５

“

”

“

”

“

６１

C

3

,

i:

浩

―訓

国仁

86 松原 伸幸
87 角谷 彰紀
88 末日 直文
89 浜松 栄次
90 小林 重徳
91 長谷川典靖

取 西 )
キ 田南 )

ヶ 浦 )
日 )

佐 )

(奈 良・奈良市立―条 )
(岐  阜・岐 阜 工 業 )
(熊  本・九 州 学 院)
(長  野・更 級農 葉 )
(埼  玉・上   尾 )
(青  森・東 奥義 塾 )

馬・桐生市立商業)

山・水島工業)

鳥

大

柚

秋

上

取

岡

葉

田

知

与

松

作

新

東

饉

援

木

潟

知

高

佐

洛

伊

川

賀

都

岡

飛ロ

洒井

千葉

山口

加藤

王国

誠

憲彦

明

昭彦

学

智史

(高

(長

(山

(大

(南北海

(■ 知

知

崎

梨

阪

道

・

口

島

手

木

賀

山

谷

福

魚

三

口

　
　

　

・Ш

堀

西

横

芸

浦

川

原

東

学知
一　

　

　

　

　

“

高

■

日

柏

美

孝

晴

嗣

幸

博

雄

康

責

政

克

貞

崎

井

船

本

松

多

藤

三

岩

小

本

沖

６２

６３

６４

“

“

６７

澤

木

村

井

木

谷

西

荒

吉

藤

鈴

金

宮

９２

９３

”

９５

％

９７

９８

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

4

●

■

●

4・

●

．ｒ

=

む

●

‘^

．も

=

小野満 哲
赤塚 邦彦
鶴回 直行

0

高橋

粟田

近藤

戸村

山下

喜多

和也 (山

稔 (徳

秀信 (岩

邦彦 (栃

哲也 (佐

努 (富

・栂,

・徳

・月1

・字

・ri

・高

丼 工 業 )

島市 立 )

沢)

都宮 南)

石 )

岡第一 )

受知工大名電 )

(静  岡・吉 原工業)
(鹿 児 島・鹿児島商業 )

(京  都・洛   星)
(神奈川・法政大学第二)

(島  根・松 江 南)
(山 形・日本大学山形) 74 富西

75 中原

76 清水

77 '1西

78 青山

79 含本

秀行 (香

保治 (佐

健― (京

直人 (静

正伸 (群

哲生 (岡

(長  崎・班   浦 )
(北北海道・旭

"1北

都商業)

(大  阪・八   尾 )
(茨  城・万 円 第一 )
(福  島・会 津工 彙 )
(山  口・柳 井工 彙 )

江藤 裕樹 (滋賀・延暦寺学園比叡山 )
勝 )

山 南 )
新 学 院 )

潟商業 )

海 )

松 西 )
賀工 業 )

星 )

藤 )

・伊 勢工業)26
・宮崎工業)27
・官城県工業)28
・東岡山工業) 29
・千 葉 南)30
・長野高業)31

(鳥  取・  境  )44
(愛  知・東   海)45
(青  森・三 本 木)46
(和 歌 山・吉   原)47
(茨  城・籠ヶ崎第一)48
(熊  本・九州学院)49

●

,1

::

,1.

31

中国  茂
福水 秀昭
岡  会宏
上野 秀―
前田  深
加藤 安史

伊礼  守 (沖
戌光 正明 (愛
青砥 博英 (栃
小川1 洋幸 (新

本多 秀明 (愛

永多  実
金九 伸二
小林  修
中須賀史行

武藤 義裕
洒井 正彦

藤咲 勇一
渡辺 康ニ
戸上 政治

村山 喜洋
川又  馨
小松 利明

重

崎

城

山

葉

崎

三

官

宮

岡

千

長

0

（し

,‐

(群 馬・桐生市立商業)32
(新  潟・新 潟商業)33
(福  岡・大   川)34
(兵  庫・三 田学園)35
(愛  曖・今 治 北)“
(北北海道・旭 サ|1商 業)37

80 角谷

81 芦井

82 渡辺

83 吉田

84 石井
85 佐藤

亭―

隆俊

膀治

幸司

英ニ

浩

(南北海道・+し 幌第一)

(福  井・足  羽 )
(宮  城・官城県工彙 )
(神 奈 川・日本大学 )

(大  分・日田三隅)
(兵 庫・尼崎市立尾崎 )

(香  '1・ 高 松 西)38
(沖  縄・具志川商業)39
(秋  田・横 手工業)40
(滋賀・延薔寺学日比収山) 41

(福井・福井工大附属福井) 42
(埼  玉″lヽ  松 原)43

`,

(二  重・伊勢工業 )
(島  根・大  東)
(鹿 児 島・川  内 )
(徳  島・徳 島商業)
(東京・明治大学附属明治)

(山  ,F′・日本大学山
'「

夕)

隆司 (宮  崎・富  島)
春彦 (■ 知・愛知工大名電 )
厚哉 (和 歌 山・吉   備 )
茂裕 (広  島・福 山葦陽 )
広志 (岩  手・前   沢 )
昌計 (富  山・高 岡第一 )
康二 (山  梨・日   川)

原田 資史
与那覇 勉
湊  省―
三宅 雅夫
森下 勇司
福田  実

=
一“
一

ｒ^

浜田 ―也
熊谷 直彦
米田  均
吉村 厚施
宮本 昌浩
川本 英明
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鴻原 ぶ美
後藤 i羊子

小林 ,羊子

星野実智代

二階 晴美
前 11門 童子

加藤美登里

(熊本・熊本信愛女学院 )

(千  葉・国 府 台)
(広  島・鈴 峯女 子 )
(福  井・足  羽 )
(滋賀・延暦寺学園比叡山)

(二  重・  暁  )

(南北海道・1し幌啓北商業 )

(福  島・原   町 )
(茨  城・名 渓学 園 )
(沖  縄・南 風 原 )
(高  知・土 佐女 子)
(奈  良・奈良市ユー条)

50 11村  美香
51 0藤  千香
52 徳本かおる

53 小木 琴美
54 徳留 芳美
55 東谷 正美

女子個人対抗シングルス組合せ表 (GS-98)
1大  阪・四條照学園1  1
1岐 阜・崚阜女子商業, 2
1山  梨・甲 府商 業)3
(島  根・松 江 商業)4
(徳  島・富 岡 東)5
(沖  縄・与   勝)6
(岩  手・盛 岡市立)7

山下ひかり (長

斎藤 直美 (秋
鈴木香詠子 (福

渡辺 律子 (兵
佐々木道子 (■

石井 智美 (群

56 奈良ゆか |)

57 渡辺文美子

58 永須 実香
59 中村 愛子
60 武内真由美

61 大石千代美

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

ユ

:」

3

エ

崎・鶴 鳴女 子 )

日・大 館 南 )

井・足   羽 )
庫・夙 川学 院 )

知・愛 知 淑徳 )

馬・新 島学 回)

(石  川・金  城 )
(福 岡・八幡大学附属)
(山  口・下 関 南)
(和 歌 山・御坊商工 )

(神 奈 川・多  摩 )
(香  川・高 松中央 )

68 高橋 由美
69 粟原里津子

70 ,津山まl'子

71 向山 郁代
72 鈴木 淑恵
73 中野 和美

横田 和代 (高
星野由美子 (千

小林 延江 (鳥
北川恵美子 (京

原ロ ネL子 (官
堀江加奈子 (静

知・土 佐女 了,

葉・茂   原,
取 ≒鳥 取 東 ,
都・戊 安 女 子 )

崎・宮 崎 女 子
'

岡・静 岡城 北 |
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(官城・聖ウルスラ学院 )
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(大  阪・四條畷学園)
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(埼  玉・上   尾 )
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92 大屋 幸恵
98 日原 明子
94 ′1ヽ笠原和子

95 井上由美子

96 野口 由美
97 黒日美由紀

98 小泉 陽子

(佐  賀・佐 賀女 子 )
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この栄光のコートは、
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日本生まれの世界のコート

お気づきですか。
フアスナージヨイント.

(財 )日 本バ ドミントン協会公認
日本実業団連盟推せん

日本高体連′` ドミントン部推せん
わからなくて当然.フレイ中のコ子だ
ちできえも気づかないのですから 一 .

霙はこのコート.特殊ファスナーでつ
なき合わせていうのです.こく短時ロ
で公ロコートを,り 上げる
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ケミカルコート_。 これまでの常口を

日えたポータフルコートマツトです .

ファスナーが、少人数・短時間で、

公認コートを作り変えた ノ
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構造断面図 今うえられる、もっとも進んだ技術から生まれたラケッ

ト、それ力
'こ
れ, カーボネックス15。 もちろん、シャフトも

フレームもオールカーボンでt特にフレームのオール
カーボン1,1層ワインデイング構造は、世界で初めて

の技術。剛性を目的としたカーボンの第 1・ 第2層。

耐トルク性を il日的としたカーボンの第 3・ 第4層。

M:」 L刊 FLE LAVE口 SYSTEM コ~アインク層

第 3・ 4層 ‐耐 トルク性

を王目的とした層

第 |・ 2層 岡1性 を
●E目的とした層

トルク現象を解消し.正確なレスポンス

8コ ントロールを実現させるため.ま た

■,一ボン素材のもつ抜群の反発力を

ロスすることなくm%清 かしきるために.
フレームを構成するオールカーボン4層

それそれが耐トルク性・耐剛性を目的と

して設計された.世界初のシステム1●遣.
発 .包ウレタ/コ ア

カーボ・

●重量 (g)′ U(95～ 99)・ 3L t00 - t04).Y
●voHtx mPs ドヾミント

ALL CARBON RACKET

●オールカーボ/フレーム

ケース付 )

フ
:ラ
ック

r

_d●■●L

名

一夕
“

― ―

ヽ



●
■
Ｕ

ー

ヽ

一 ¬

「 」
」
Ｌ

「

―b~1

そしてそれをとり‖むコーティング層と、カーボンが

巧みに使われる無類のフレームがカーボンシャフ

トのパワーとうよくマッチして、かってない攻撃力を発

揮し、コントロール性能の安定性を倍加しまt厳 し
い日でサイエンスする、ヨネックスならではのラケット。

カーボン選ぷならヨネッタス。その声に、応えま塊
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栄 光 の あ と
●学校対抗の部

口 漱 年 度 開  ■   地 ,,|| 参¨に 位 位 ●
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"子女子
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横
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新
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学

颯
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ＩＬ
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金
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ヶ
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山 形 市 立 商 拿〈山

善  通  寺  中  ―(書
■  広  三
坂

ス

敬 ■   学
本(人 |

口 (官 ,

第 11回 1960 久 管 米 市
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薔  沢  市

男子

女子

19

49

ロ         リ||(山 栞 )

熊 本 中 央 女 子(彙 )

●

高

■ 夫  キ
女

高(■
｀

子(富 ,円

こ嗜寺学口比颯山(法 )・ 奈良市
立一条(■ )・ 囚条暉争□(大 )・
新潟■崚(新 )

1982
掟  崎  市
加 せ 田 市

男子

女子

比    瞑    山(な )
艤 本 信

'女
学 院(籟 )

全 沢 市 立 工 案(石 )

"ヽ

山 ■ 南(ラ )

市立尼●(兵 )

構生市立商■(● )

渡贅女子(さ )・ ■松中央(香 )
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■5回
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1973



コ  数 |‐■ 開 (奎  地 嬌・ | ti 位 3 位

■ 6ご 1955 神 戸 市

男颯

女

“

74

74

院

東

学

”

聖

函
一
子

栄

公

丼

辺

永

凛
〈鬱 学 院,
(間 ● 女)

北島 克英
佐々木功子

(四 曰市■ )

(薔 ― 高 )
林  七郎
水口 0子

「

●

男

女

,3

7`

(里 字 院〉
(山 C☆ 子)

ネ丼 ″ lヽ野田

友野・ 11田

(口 , 院 )
(山 疇 女 子 )

北■・ 吉野

小■‐ 三宅

(奎 沢 二 水)

(書 ― 高)
北方・ 関

ネ田・藤田

第 ,□ 仙 台 市

男単

女単

(山

(善

商

高

形

一

恢垣 隆房
口丼キメエ

(ヨ 学 院 )
(山 陽 女 子 )

吉

" =保戸Ш "F
(関 東 大 清 )

r山 喘 女 子 )

小宮 好雄
小林 性子

1聖

1苦

院

石

学

一

吉野・福ネ

横丼・ 丼上

(松 江 商)
(薔 一 日)

二野 ′ヽ日
山下・ 大西

(山 形 商 )
(山 饉 女 子 )

崚垣・ 山岸

小林・ 戸田

1957 松 江 市

勇姜

女単

暉

書

姜 六 清 小き 好雄
田ら外蔵子

院
浣
学

学

燎

睡

腱

北
中

"  
曽

長田悠喜子

(松  江 商 )
(函 館 東 )

平,  瞳
に関 紀子

凛

檬

男

女

襴

出

六

・

東

．

関

書

合

下

壽

山

菖

島

小

田

(関 彙■院)
(薔 ― 高)

中村・薔田

富川・野間

江
麟

松

金
商 )

高 ,

菫田・今村
北■・松田

第 9回 1,5る 析 4 市

男単

女単

73

78

(山

(金

南

高

形

城

板垣 書憲
山崎喜久子

(富 士 東)
(芽 菫 京)

三浦 三作
間宮美紀子

(奈

(字

Ｉ

田

商

山

良

治
一　
子

晃

博”

森

伊

油

「

男

●

(11

(金

［

高

形

崚

板
'。

・金森
‖| ・ 山崎

(山 形 南)
(敬 鶯 学 口)

山

森

“

三 本I,

(■ 颯 工)五味川・■,||
(書 ― ■) 菫本・有木

男単

女単

(■ 夕 丘)
(= 一 高)

円綺 =二
晨本 文子

(高   松)
(崚 ■ 学 □)

餡丼  ■
横 11」 瀾子

(求  木 高 )
(薔 ― 高 )

玉丼 治之
●本 和子

担

ａ

〓

女

(山

(薔

商

「

形

一

同

木

北

有

丼

本

水

晨

(録  ヶ 丘 )
(薇 ,学 口 )

岡輌¨ 山本

償山・ お●

(高 松 商
(薔 ― 高

東4・ 丼上
■本・ ‐原

第11日 久 留 米 市

男単

女単

岡崎 恵三
横丼 文子

高   松)
● R 女)

稲丼  剛
橘 美セ子

(神  戸 商 )
(敬 愛 ■ 口 )

近道 千1-
高森 泰子

担

槽

男

，

(= , 丘
(高 口 女

岡崎・ 山本

書  ・ 洒キ
阿都・ ,原
高嬌・ 艮崎

(新

(吉

福島・高見
関 ・内藤

第12回 弘 前 市

男単

女単

商

〔

，

見

詢

士

甲

富

秋山 真男
望野 政枝

商

南

員

Ｌ
大竹 =―
佐● 弘子

(字 治山田)
(● 庄 南) '村

  隆
小菫

「

認子

測

庄

新

新

大竹 ‐■沢

小笠原・凛辺

(山 形 商)
(● ■学田)

森谷・振垣

大門・伊●

(■ 広三条)
(晏 サ|1 西)

■村・松洒

高木・ 天野

第 13□ 高 円 市

,:"
な単

院

子学』
壺

山

西野 ―征
高燿 淳子

夕
岡

欅

高

丘) 小ら
女) 薔

一平

炒子

(富   士)
(高 岡 女,

斉● 正勝
宮崎 光子

"凛女II

口

政

須

重

野

〓

西
高

院
子学
』
奎

山

(新 瀾 商)
(薔  一 出)

本田・ 荒川

松村・ 多田
(縁 ヶ 丘)
(高 層 女)

小島・硼嬌

軍崎・河付

I:府 . ● 岡 市

男 単 (新 潟 商 )
(城 北 女 )

襄田 光夫
高嬌 とも子

(鬱 学 院)
(新 ■ 中 央)

関  一麟
後藤 和子

(壺 字 掟 )
(北    斗〉

中討  宏
石凛 幸子

男

女

(新 潟 0)
(所 潟 女 ■)

菫野・裏田

加藤・石崎

(斬 滉 蘭)
(城 」ι 女)

鈴木・神田

高■・ 重辺

(壺 学 院 )
(新 濤 中 央 )

関  ・中村
後中・蔵沢

第15ロ l,X'( 京 都 市

男単

女単

エ

ロ

商

宇

良

愛

奈

敬

森  芳夫
● 本々フミ

(高 岡 商)
(新 4女 I)

盛野 博之
●内 

“

子

(崚 阜 I)
(高 日 女)

蠅  幸男

" 
意美子

富

斬

山 商 ) 高林・池田
竹内・石本4女 二)

(高 日 商)
(新 ■ 中 央〉

立野・■野

高野・凛辺

(奈 良商工)
(■ 円 女)

轟 ・河付
饉木・ 大島

第16回 嗜 本 市

男■

女Ⅲ

%
89

,2

88

(■ 山 商 )
(布 饉 女)

栂野に昌―

近藤 光枝
(■ 山 商)
(薔 ― 高)

寺前 ■之
山本 凛江

(日 大 山 形)

(布 応 女)
沼沢 利―
才じ "子

男凛

女薇

(= 山 商)棒
'1尾

・寺前
(善 ― 出) 山本・錮川

(日 大山形)
(■ 日 女)

沼沢・中村

上野・石嗜

卓

施

崚

布

工 )

女 )

堀 ・杉山
近●・オ協

第1'回 弘 前 市

男単

女単

01

92

(新 潟 商)
(山 β 女 子〉

奉間 順次
薔木 博江

(官 城 工)
(山 爆 女 子)

我妻 ―郎
浦 [】 息子

(宮 壌 工 )
(子 亡 南)

市||1  清
遺● 幹子

'1凛,.1

∞

”

(新 誨 商,
(新 湯●贖)

本間・高嬌

本「・1・ 曰●

(官 撃 工)
(山 ● 女 子)

市
"|・

我壼

薔□・う木
(■ 山 饉,
(斬 庄 南)

午島・●ぶ
小山・連藝

第18U 1967 金 沢 市

(き 山 商) 米国  実 (全    沢) 黒田  '●
正   螢 )
高 円 商)

籠n  t
牧野 光男

女 単 (新 潟 ■ 曖) 高坂  薫 (籠 瀑 青 崚,  相沢マチコ
(奎   彙)
(東 大 阪)

薇良田洋子

池田 栄子

=Ⅲ
,l (3 山 商) 松■・本田

笠丼,・
笠丼,(■   ■)

Ｔ

エ

市

市

沢

沢

金

金
出来・ 流

山本・松本

t″ (斬 潟 中 央) 椰沢・全子 (■ 日 女) 田仲・枝 (新 潟 青 腱)

(東 大 阪)

第 19『。| 椰 山 市

(高 円 商) 「 t博 (餃 ● 中) 足立 守男 (日 大 山 形 )

(日 大 山 形 )

田所 光男
造● 1子 男

女単 (東 大 阪) 平山 ■子 (新

“"陵
) 堀川意美子 (■ 同 女)

(■ 岡 女)
0田 敏子
橋本
=代
子

(■  山 商) ●ら・布日 (高 口 商) 二■・富林 (高 松 商 )
(日 大 山 形 )

松昨 三野

迫い・ 田所

女複 (新  亡 南,  早坂■燿崎 (■ 田 女,  清水・●日
安

大

咸

東
女 ,

阪 )

陣内・ 村田

高囁・ 大場

第 20回 ]969 桐 生 市

II申 ,」 (富 山 商,  尾崎 幹雄 (秋日経大附) ,山  崚産 (金沢市立工 )

(桐生市立商)

小中 肇働
内田 通夫

,中 ,4 (東 大 阪,  彙山きよ子 (真 岡 女) 石崎 茂子
女

瞑

安

大

威

東

陣内 裕子
出■ 弘子

男複 (■ 山 商) 尾‐ 中川 (捐生市立商) 内口・
"生

(全沢市立工,

(捐生市立商)

小中・村谷

小林・晨辺

女寝 ,` (東 大 阪) 彙山・高崎 (■ 田 女) 及川・6日
瞑

女

大

安

稟

成
大■・坂本
暉内・円崎
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丘

お

ケ
　
一

縁

善

商

田“”
斬

歌



[,1 藪 年度 || ● 地 亀 11. 仁 2 3

■:||・ | 1970 名 古 屋

男 単 (■  山 商) 西
" 
奥

“

(大  奎 寺) 鐘谷 飲次
(天    '■ )

(日 大口 ,丘 ,
金田 亀遣
市村 栄文

女 ■ (咸 安 女) 暉内 格子 (四条曖学園) 秋本八代美
(四条中学田)

(4良  条)
西尾真理子

佐伯 智子

男複 (菖 山 商
'  
薇田・松島 (新  諄 商) 山田・ 竹野

(正   強
(高 松 エ

景  ・ 西
"|日下・ 曽根

●糧 94 (四条暉学口) 秋本・ 西尾
南

女

亡

安

斬

成

□
崎

矢

尾

水４

●

1971

92 (■ 山 商,  下田 ●● (正   強
(三 条 商

西サ|1 菫美

土ロ エ雄

女 颯 (四条嘔学□) 秋本′ヽ代 美 (奈 良 ― 条) 佐伯 智子
古谷 歳代
西尾真電子

'.■
(曰 大 山 形) 米山・ 中島 (高  松 商〉 中凛・ 木下

(正   強 )
(山  形 I)

西‖|・ 佐野

人場・秋薫

女増 (□条啜学國) 西尾・ 秋本 (奈 良 一 条) 佐伯・ 古谷
(薔通寺第 一)

(斬  庄 商 ,
白ス・ 大矢根

矢□・ 本 F・1

1,72 新 庄 市

(正   強) 中井 薔夫 (添   ■) 辻  敏弘 (東 奥 it) 須藤  茂
女 颯 (四条啜学□) 秋本 幸子 (四条曖字□) 徳田 敦 r (真 日 女 子,  沼能 久子

(正   強 ,
■■基夫・

南口■■
(山  形 工 ) 秋葉博

・

二丼幸嗣
(東 山 形 ) 渡2秀明・

普野 隆

′,複 r四桑嘔学国 |

秋本幸子・

饉日萩子
諸構奥子・

高田

"ア

(山 疇 女 子 )
三田明美・

寺見みどり

1973 四 日 市 市

(■ 山 商) 西村 正奥 (彙 奥

`塾
,

(奈 良 一 栞 ,

工薔 吉彦
辰己 =雄

,申 (四条曖学國,  徳田 敦子 (威  安 女) 丼■ 日子
(咸 安 女)
(市 立 尼 ■ )

硼曰 昌子
桜丼 議子

サ:Ⅲ (富  l迪  商 ) 西村
正桑・

促川1●之
(正    強 ) 池田文昭・

松重恵三

0)  山)平野・長谷′||
(日 大●ヶ丘) 領 ・中谷

女凛 イ1蜂啜学口 )

億円螢子・

高田幹子
(成  安 女 , 弁 t昌子・

輌日昌子

(市 立長●商)
(■ 岡 女)

山田・ 野中

日向野一石田

19,`
撼 野 町
塩 田 町

(勝    山) 長谷||||● 幸 (金沢市立工,  滝
"1  
修

(還 子 腑 威 )
(曰 大●ヶ丘)

4・林 厳男
成田 勧次

,単 {四栞畷子園,  僣野意美子 (奈 良 ― 条) 山本 部子
(晰 椰,崚 )

(山 鮨 女 子 )

大塚 ソノエ

原田美智子

r奎沢市立II
滝‖1  修
崚本 =樹

(■   洒)

(奈 良 ― 条)

福本信大郎
管  敏明
塚ホ 良―
小ξ 久和

女 崚
関根 和子
大嫁 ソノエ

原□美智 7
藤原 致 ア

(咸 女 女)

(斬 潟 青 崚 )

t
員瀬
海老 |

平野

か ,,る
かはつ
恵美子
幸

l,75 水 戸 市

"単
(九 州 学 院) 林田 車側 (千   履) 菅原 敬二 (金沢市立工)

(七 尾 晨 )
宮森 庄吉
坂本 宏忘

女 曝 (四 条啜学園) 植野意美子 (● 岡女子) 米倉よし子 (姜   花)
(四条嗜学園,

石田ひとみ

北村寿弥子

|′ .■
1正   強 ) 吉岡 仲浩

富□ 章夫 (奎沢市立工)
官薇 庄古
酒丼 真ベ

(高 松 商 )

(奈 良 ― 条)

峰
上原
」ヽ會
小浜

■文
明
久和
充弘

t崚 口野じ実子

611 好子
佐薔 真弓
饉賛富± 7

(● 口女子)

(豪 良―条)

米合よし子
山西 百恵
山本 邦子
桐山 崚子

1976 中 野 市

"甲
(`   ■) 宍戸 隆夫 (奈 良 ― 条) 議多 ,●之 (全 沢 市 工 ,

(比 叡 山 )
重山 成生
北嬌  進

夕 単 (四 栞曖争□) 石‖1 好子 (四条嗜学□) 河村 茂美
(漱  ||1 女〉
(菫 賀 女)

南雷 栄子
紫田 ス弓

'1～
(高 松 南 ) 上原  明

平野 "彦 (「 , ■, 山西 友行
森丼 弘書

(曰 大 山 杉)

(奈 良 ― 条)

I静
伊藤
」ヽ′
諸,

重信
洋
充弘
博之

,ヽ =F・
t 藤丼 良子

青木 意子

(■ 佐 女)
(彙 ● 女)

浜日
口

"き,|
億水

由理

圭香

昌 ア

輌 7

19,7 倉 敷 市

(比 ヨ 山) 西山 博司 (日 大口 ,丘) 廉啜  , 宮本 孝弘
喜良 明文

(四条暉字口,  原[]if (斬 潟 青 曖) 高野 和代 河,i 薇業
斉藤 桂子

1.～ (比 コ 山 , 矢部 忠司
西山 博司 (奈 良 ‐ 条 )

樋岡 任児
吉:寸 饉高

(●   ■)

(稟 奥 豪 塾 )

工 1寸 琢二
海道 昌孝
丹藤 勇一
輛美 誠悦

女櫓
.日晏嘔′ヨ ・

`=;|● =
末兼 真弓
北ロスミ子

(千 葉 学 口)

(祭 良 ―桑)

山下奈々子
葛西 朝子
阿都 悛子
横田 悦代

-37-

位

(咸 安 女) 日崎・暉内

普 通 寺 市

(正    強) 池田 文昭

(勝    山 )

(tu陽 女 子 )



¨  敏
'電
“

 饉 地 種 ヽ 也 2

`i

位

第 29回 会0若 松市

男単 (九 州 学 院) ●藤 浩二 (奈 良 ― 条) 吉付 暉商 (曰 大 山 形 )

(曰 大 山 形 )

須貝 英●
桜井 ■人

女 単 (四条嘔学口) オ
`日

ス ミ子 (新 ■ ,陵) ■沢 ―校 (新 滉 青 腱 )

(四条暉学問 ,

月日 広美
原口 息子

男種 (九 州 学 院 ,
本石 `″憲

権藤 浩二

合

"1 
僣子

北田スミ子

(日 大 山 形 )
二 十嵐正弘

須員 英饉

(日 大 山 形 )

(東 奥 晨 ■ )

富塚  充
高● こ樹
白取 明人
高橘 政晨

女a 1軒 潟 青 陵 )
中沢  ・技
薫● 優子

(■ 日 女 子)

(百 □ 女 子,

上野加代子
出田 晨 F
三田匈佳子
中田 朋子

大 浄 市

男単 (九 州 学 院) 饉凛 浩
「
: (今   市) ●● 良浩 (七 屋 工 )

(全 沢 市 I)
付本 絆夫
坂丼外
=男

女 単 (四 4嗜学□) 北田スミ′ (口 田 宇 田,  欧田 純子
叡

安

比

蔵
山 )

女)

西付実千代

青山 寿美

弓を
籠藤 浩二
村上 英介 (高  い 商 ) 間野 筐浩

小西  大
〈毬 ヶ 谷)
(大 河 原 商 )

伊藤・

“桜場・ 丼上

女 崚
北ロス:子

=田
美千代

高峯 和子
檸 |',■美子 .=喘 ′ヽ

原田・河原

籠田・松田

善 通 寺 市

零 学 (熊本商大付,  丼上 哲壼 (比 叡 山) 山本 裕■
(曰

〈今

サ11)

●)
松野 脩二
大島 正忘

女 単 (熊本中央女子 , 高
= 
和子 1熊本中央女子. 陣内■美子

曖

央

青

中

潟

松

新

高
野上 

“

子

山内 佳子

男換 t比 叡 山 , 山本 裕幸
馬杉 武司 (今   市) 大島 正志

大蠅  円
(高 岡 第 一 )

(日    111)
西本・■田

松野・宮

女 複 (熊本中央女子 ,
高
= 
和 ′

暉内貴美 ′
(新 導 ■ 陵 )

'7上

 済子
山内 美子

(小 山 崚 南 )

("|口 女 子 )

高嬌・ 4沢
||1田・佐野

平 塚 市
● 沢 市

1

男単
|

●   澤) 松綸 滲 {:〕 ‖|,  松
" 
修

女 単 (Iヽ本中央女子, 障内貴美 r (高 松 中 央,  111〔 を r
”

矢

中

鉤

松

―

高

高
汁

向

水

ロ

明

和

囁や

|´ ,予  ,こ
〈口   |11)

宮  趙次

羽田 義人

,,松  ||

(比●」1) 叶円・辻Ш

(東■■螢)に ホ々・

`西

`蠍

本に■女サ院)●」1

(高松中央) 山内・佃女複 "内
彙美′

井村 由彙

|1内 美子

薔

“

咲 知子

加 せ 田 市

■ ■ 市

男 単 (弘 前 商) 柳谷 辰崚 (比 叡 山
'  
辻田 泰昌

条

エ
一
市

良

沢

奈

全
見市 凸弘
山咤 t則

女 単 (四条啜学口,  鴻原 =晏 (囚 条暉学口.  松田太喜子 (高 松中央) 木丼 明美
(熊本信■女学院)森山 弘美

男 ■ (豪 良 ― 条 )
■谷 敏蒻

見市 昌弘
(比 収 山

,t田  秦昌

杉本 吉男

(全 沢 市 工 )

(比 釈 山 ,

山尾・羽田

西‖l・ 繭り||

女板 (熊本中央女イ )
高
= 
尚子

青木さよみ

森山 弘美

二由 純子

(弘前学院電■ )

(小 山 崚 南 )
',村
田峰三。1'
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Ml 県  名 学   校   名 監督 (コ ーチ )
マネージャー

人

員 ,詈 子 名

北北海道

北 海 道 滝 川 高 等学 校

大森

尾崎

大沼

正志

義憲

篤

山田

西

直登③
学 2

岡 :」

後藤

啓仲C
功 t2

佐垣

吉田

智雄 2

夫人 1

赤池 正意 三船 康晴□

北海道旭川商彙高等学校 津田 雅彰 小 松  利明□

北 海 道砂川北高等学校 近藤  寿 小坂 大児③   柏井  誠③

札 幌 第 一 高 等 学 校
佐々木 進
佐藤  信

佐久間―佳3

袴田 修-2
角谷 淳―②□

定平

三橋

寺崎

雅彦 2

正則 2

明②

小林 ―夫 1
神代  進 1

北 海道美唄東高等学校 清水 隆司 加藤  学□

北海道小褥桜陽高等学校 坂    砿 北村 和史③   尾崎 睦雄③

3 青 ■

山谷 昭廣 米田  均□

東 奥 義 塾 高 等 学 校

市川

佐藤

吉田

横山

佐山

対島

国仁□

康蔵 2

実②

九山 ラ惑Э
福士 美浩2
韮沢 伸幸②

小中

兼坂

美智③
淳2

岩  手 岩 手県 こ前沢高等学校
中口 節郎
石
"1  
淳

佐々木清喜

佐々木英二③
岩
'判

 英典②
近藤 秀信③□
鈴木 広忠くD□

岩渕  清 2
菊池 浩明 2

宮  城 宮 城 県 工 業 高 等学校
自石

中村

氏蒙

良治

11和

リ

大沼 良彰③
太田  淳2
三浦 宏志Э

渡辺

本多

勝′KD□
勝 弘 2

小林

武田

修③□
将夫2

秋   田

横 手 工 業 高 等 学 校

佐藤 和夫
梁田 忠男
東海林 満

石上 雄大③
渡辺 稔則2

湊

伊藤

省―③E
御義 1

本間 敏幸 2
伊藤 建-1

秋田県立秋田工業高等学校 鎌国  浩 加藤 浩美③   佐々木祐之③
秋 田県立秋田高等学校 柴田 伐 魚谷 啓法回

山  形 日本大学 山形高等学校
桔梗

工藤

村岡

喜―

菫広

優子

加藤 安史③□
長岡 広幸 3

長谷
"1典
靖③□

安係子啓―②

元木 孝人③
伊藤 康-2

福  島 福島県〔会汁 ]:X高 等学校
渡辺

大滝

西潟

州

淳

昌利

本多 克Ю □
高塚 敏道③

大森 隆義③□
五十嵐健志3

塚原 由幸③
石部 正浩3

大  城

茨城県立石岡第一高等学校

佐藤

関

福島

利昭

隆

達彦

桜丼 浩司 3
小沼  卓 3

中村 征俊③
小松崎政幸ロ

山内 政和③
飯野  撃2

岡田  寛 宮本 昌浩ロ

渡2 直樹 大塩 教晋③  平岡 雄次③

10 栃   木

群  馬

作 新 学 院 高 等 部

村上

手塚

谷ロ

幸―

賢司

光弘

橋本 正博③
越後 久夫2

青砥 博英③□
中山 達也2

星野 真-3
石戸 広昭 2

糸丼  清 熊會  対31   小林  幸③
栃木県立宇都宮南高等学校 渡辺 博史 戸村 邦彦□

11 桐 生 市立商業高等学校

西巻

岩崎

藤沢

育夫

盛和

智

効使用原尚③
金子 泰治③

藤咲

石原

勇一③□ 青山 正仲C□
純-3  岩崎 光義 3

る,
■コ=T選 簿

男 子 選手名簿中の数字は学年を,0印は個人複.□は個人単に出場する。 男子  (1)
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1 茨木県立江戸崎西高等学校
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男子  (2,

No 県 名 学   校   名 監督 (コ ーチ )
マネ~ン ヤ~

人

員 選 手 名

12 埼  玉

埼 玉 県立 上尾高 等学 校 阿部 秀夫 西  ―調□

埼玉 県立小松原高 等学 校

帰山 好和
中山 和宏
押久保‐ 暁

田中 イ申―

福田

中條

実③ロ
起希②

白鳥 雅幸3
石橋  隊D

福田 和澪C)
佐久問重尚 1

13 千  葉

千葉県立野田北高等学校 中島 昌彦③   猪狩 裕之②

千葉県立千葉南高等学校

渡辺  腱
佐久問秀幸

秋葉 饉彦

違豪 義則③
中村 清-3

武藤 義裕③口 向井 英使3

大 和久敏夫2 中′|| ―紀2

千葉県立袖ヶ浦高等学校 大澪 茂樹

14 東  京

日本大学鶴 ヶ丘高等学校

前田 耕作
藁谷 竜大
国府方 聡

津国

小川

透③
吉-3

畑 山

長 田

蘇口 幹彦 3
時津耕太郎 2

安部 友已 小林 重徳③□  大冨 哲夫③
聖 学 院 高 等 学 校 大島 一郎 福田 昭奥□

15 神 奈 川

法政 大学第二高等学校 坂倉 栄― 上野 秀―日

日 本 大 学 高 等 学 校 日向 久之

川崎 市立工 業高等学校 国吉  卓 鈴木 幸雄C)  上国 秀紀③

逗 子 開 蔵 高 等 学 校

横山

前日

土屋

春夫

透

雅則

砺波 秀雄 3
都九 利幸 3

斎藤  隆 3
植田 光彦 3

中谷 晴男 3
根本  真 3

宮  康二③□
野呂 泰教②

志村 裕喜③
三技 武彦:

千葉

杉山

駆Эロ

憲司216 山  梨 山梨 県立 曰川高等学校
金子  寛
松野 辰也
杉浦 康生

17 新   湾

北 越 商 業 高 等 学 校

山懸 泰弘
大谷  勝
大信田将文

渡辺 靖弘 3
畠山 進-1

越中

森井

紀行 3

弘和 1

上回嘉司郎 2

深沢 慎-1

新 潟 商 業 高 等 学 校 古瀬  実 康二日

宗昭Э

′
1ヽ 川

渡辺

洋幸ロ

康二③

秦 高 等 学 校 若井 静男 岡田 健二③   洒井 朝樹③

18 富  山

石   サ||

高 岡 第 一 高 等 学 校

水和

高崎

浅野

清大

裕―

研―

努5
正男 2

金谷

八町

伏間

室回

誠志 3

繁行 2

高山県立富山南高等学校 不破  裕 長南 正二③  本多 聡館【)
砺波 康夫 横山 正一―③   平丼 保珀Э

19 金 沢 市立工業高等学校

宮崎 重範
河原山晴夫

高島 直樹

■l田

哺

隆浩OE
直樹□

清水 ―昭③
崎田 健一②

佐原

気谷

眈3

篤人①

20 福  丼

山下 和雄 森下 勇・ ,ロ

福 井 県立足羽高等学校

小原

大瀬

村田

酒丼  源③
中
"1 
徳幸②

小寺 弘■3  諏訪 壼治3
声井 隆悛C光]佐藤 暉行①

21 長  野

長野県更級農業高等学校 長浦 昔吉 堀 ロ ャ告日

出力1 輝義3)  下田 直薔KD長 野 県 立 中 野 実 案 高 等 松久 和弘

使彦

茂

織

越山

曰井 秀一③

藤沢 康章3
竹内 徳喜③

松本 巳寿3
洒丼 正彦日
柳沢 隆幸 3

-40-
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男女  (3,

ヽ. 県 名 学   校   名 監督(コ ーチ )
マネ~ン ヤ~

人

員
千 名

22 岐  草

.ll,111[、二人Ⅲ l,高 1・■■t
掘

近藤

ll l●

本 |,

大月

官川

善巳 3

好洋 3

窪田 靖郎3
村上 光紀3

川瀬

松原

る町13

″:ti 3

吉田 正行 赤球 邦彦③□
白木 雄彦③

口辺 "史②  戸時 富三ロ
山田 和強②

静  1胡

石ハ| に義
池原 克,(D
佐野 浩史③

中田
|1桐

茂③□
晋弐③

111‖ 県 .11'}'t11,■ '1校
増田

日苦

'■

|ル

川西

安田

直人□

潤 2

新藤

1111

仲男 3

秀行 2

福田

山本

久長 2

-之 2

24 Ⅲ

前村

斎藤

山口

治美

武

英昭

伸幸③□

善幸③

本田

内田

実③□

昌行 3
内山

鳴原

政典③
昇 2

25 滋   賀 延暦寺学国比叡山高等学校
藤上 良信
谷  安浩
中
"1  
康

吉田恭―郎3
三宅 雅夫③□

小 田

江 藤

知則③
裕樹②□

上原

中‖|

聖司③
健2

26 京   都

洛 星 高 等 学 校 田中  耕 岡  公宏□   清水 健―□

同 志 社 高 等 学 校

柏 原 高 等 学 校

山崎

平田

山崎

徴昭

俊之

洋一

安田

吉田

幸生③
淳―③

普照 良彦③
十場 善弘3

野上 晃司③
蔭山 理夫3

27 大   阪

近藤

明石

見市

山口

増ロ

明彦③□
利雄 3

勝
"1道
和(3)

古久保 1嵐D
南摯

古木

方紀③
浩2

大阪府立八尾高等学校 伊藤 和雄 岩本 質嗣□

28 兵  庫

尼崎 市立尼崎高等学 校

藤原

越後

高橋

弘③□

英治3

松本 泰典③
小林 宏行2

南野

堀

浩 3

軍司 2

三 田 学 □ 高 等 学 校 北中 央武 村山 喜洋□

兵庫県立加古川東高等学校 松井  贅 稗田 康晴③   河野  言③

奈  良 奈 良市立―条高等学校
武田 博利
山下順次郎

梅原 佳次

福田

亀丼

村山

誠 3

浩之 3

友二③

見市

青エ

川井

昌弘③□

信明 3

健司③

小野満 哲③□
新家 毅久3

30 和 歌 山

森

竹本

福山

隆

光史

知宏

瀬‖1 宙之③
井上 健也3

辻原

前田

正膀Э
洋-3

中地

中津

宏之 3

孝良 3

和 歌 山 県 立 新 富 高校 門問 幹夫 野田 靖之③   岡崎 和也③

和歌山県立吉備高等学校 小池  実 吉村 厚哉日   吉村 厚施日

31 鳥  取

岩崎

山下

出ロ

牧

幸夫

健―

集谷 議二③
福喘 雅之 3

豊③
実3

安田 美二 3
河野 光幸 3

らI(県 上鳥取 |● |“ ヽ学校 土井 裕之 山本 1責 ,,,E

鳥 取 県 立 境 高 等学 校 進  則和 浜ロ ーt喧)□  足立  :察Э

32 島  根

島根 県立出雲高等学校 布施 宏大 足立 仁志③  今若 敬C)
景山  尭 前田  潔□

島根 県立大東高等学 校

含橋 宜弘
小り|1  敦
松浦 静香

和久利浩幸 3

田中  徹 3
神庭 イ申幸③
石原 洋治 3

角谷 彰紀③□
内田  進 3
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男子 (41

N`, 県  名 学   校   名 監督 (コ ーチ )
マネ~ン ヤ~

人

員
十二

「
名

33 岡   山

中須賛実行③□  白政 義己D

岡 山 県立 水島工 業 高校

三 宅

藤原

濱 田

勝

― 志

信 治

中村 和彦③
小野 浩史3

倉本

和宗

哲生□

重昭 3

.1_ 正機③

正和 2

福岡 正志③
内山 昌弘2

高下

三輸

義則③
哲也2

ti 3

1窓 1

34 広  島

広島県立広島国泰寺高等学校
佐久間 晟
丼上 義規

藤原 芳治 姜大 雅也③  下垣内使晴③
■:IIIIl l_福 山

“

_|;ヽ 高■7■t 上井  厳 藤丼 蔵裕□

吉松  修 影山 繁男□

35 山   口

徳 島 市 立 高 等 学 校

二 浦

藤沢

内山

沖  貞雄③□
山崎 隆司2

高橋 和也③□
田中 信幸①

高綺 祐司③
岸村 尚通 1

36 徳   島
長池  稔

栗田

北掘

稔③□

義則2
原口 伸―C)
土井 由行1

声谷 茂之 3
伊丹
.裕
之 3

乾  初美 岩橋   亘C) 浜松 栄次②□

37 愛  嫁

渡部 洋昭
岡井  功
砂野進―路

正明□

昭生 3

光水 克規 3
飯田 キ1[久 3

,つ大3

修-3

愛城 県立西条高等学 校 逸 見 班 菅  幸漱D   矢野 ,′ 和②
今 治 北 高 校 鴻.L 政明 川又  蒙D□  木村 博昭③

38 香  り|| 香川県立高松西高等学校
瀬島 靖彦
―官 康夫

宮西 秀Ю □

中浦 将漁Э

小早
'1康
之 2

原田 ■史③□
田村 際2)
中谷 厚之2

39 高  知
土 佐 高 等 学 校

仁尾

丼上

明彦

啓

土居 由直②
山本 裕司②

三福

嗚崎

■二日

月②

川底 去至②
松下 武司 2

高 知 学 芸 高 等 学 校 堀
"1 
定満 飛田  誠ロ

徳田

早野

清隆 3

孝宏③

紫Э
:青 3

山部信人郎 3

宮本 博文 2

40 福   岡

福岡県立田川東高等学校

金森

長主

羽吉

靖之

康憲

大作

鶴|`,|111■ IIll l■ .'キ ヤ |( 内丸 裕丈

城島 一朗□

福 岡 県立大川高等学校 末次 秀樹 戸上 政治□

41. 佐   賀

自 石 高 等 学 校
松尾 徳男
野田 良人

小野

野田

光一③
良人3

石橋 住樹 3
小野  稔 3

白濱

山下

龍 谷 高 等 学 校 菊池 」F頭 中村 豊②  田中 撻吾②

42 長  崎 凛 浦 高 校

樋

堀

森

日 隆則

賢輔

善哉

藤井  争Э□
酒井 憲彦③□

甲斐

笠

康
'KD武±2

友廣

金子

徹,KD
光浩2

43 大   分

大 分 県立 日田三 隅 高校
管  陸弘
椋本 浩行

蒲池 隆Ю

鎌含 康行 2
石井 美二②□
中野  口 1

安部大二郎 2

佐伯 直也 1

大分熙立別府鶴え丘高等学校 山添 博司 佐藤 健二②   安部 智隆②
足立 昭― 大城 使二□
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曖堅:壁壁壁竺

２

一

１

香川

山下

―

―
■
―

植松

西原

増田  浩③   渡辺 正沢Э



男子  (5)

N() 県  名 学   校   名 監督(コ ーチ )
マネージャー

人

員
|■ 手 名

44 熊   本 九 州 学 院 高 等 学 校

西田淳二郎

工士 恭司
田中 隆博

川本

林

英明③□
謙―②

松川

石日

鶴Ш

井村 .2

15 宮  崎

日高

松浦

岩切

埼登

政勝

政信

児■

岡部

直治 3

恭興D
金九 伸ニロ
長友 秀美 2

仏渕 勝幸③
渡辺 健二2

宮 崎 県立富島高等学校 山内 勇紀 西澤 隆司③□ 黒木 幹夫③

46 鹿 児 島

鹿児島

邊党島中央高等学校

黒高原腱朗

篠原 悛秀
瀬 P

田中

責之 3

耕作③

保木 浩-3
神宮 隆行 3

神坂 耕―③
篠原 俊秀2

鹿児島県立川内高等学校 吉村 昌―

鹿 児 島 商 業 商 校 前日 正樹 福水 秀昭③□  末吉 秀種 )

47 ,中  経
与 勝 高 等 学 校

屋比久 深
津嘉山朝昭

赤嶺多美子

伊:L  守③□
大工廻 粛Э

比嘉 恒裕③
長浜 秀樹 3

長浜 直樹③
森本 光秀2

氏1勺  ′1,I曹

18 曖   知

.  . , 、  ,|  | '|
大島  寛
中野 正紀
問瀬 敏秋

王田 智史③□
鈴木 嘉正 3
間瀬 敏秋②

荒木 春彦③□
服部 慶―②

活井 政彦 3
黒井 隆宏2

東 海 高 校

福岡 宣治
山田 清孝
西川原幸生

熊谷

足立

直彦③□
弘明③

本多

稲熊

秀明③□

滋訓1
多和国秀保③
岡田 政朗 1
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名手選 簿

* + E+&t+a)x.+t!+EL, off*1Elir. tr*1n,^.+r:s*i6.

県  名 学   校   名 監督〈コーチ)
マネ~ン ヤ~

人

員 ,` 子 名

北 海道砂川南高等学校

澪口 英龍
尾崎 義憲
加藤多満美

昌美 3

可奈 2

康 ■3

形 2

立川 恭子 2
酒井孝佳子 1

北 海 道 滝 川 高 等学校 盛
"| 
―美 小野江理可③  三浦しおり③

帯 広 大 谷 高 等 学 校 志賀 静香③   三田村喜恵③
中村 和之 杉山 尚子□

北海道旭
"1北
都商業高等学校 赤池 政意 野口 山香回

南北海道

|し 幌 静 修 高 等 学 校

谷浦

北村

生瀬

隆

優明

―子

高山紀美工 3

佐藤 和子3
田中 克子2

真田ますみ 3

歯原 美枝 2
●松 正美 1

北 海 道 長 沼 高 等学 校 松本 洋子③  大石 千秋③
北 星学 厠女 r高 等 '||・ ‖:|ヤ′|、 11; 小飼 真弓③□  徳橋紀代美③

柳口  泉 奈良ゆか |)□

青  森
千 葉 学 園 高 等 学 校

佐藤

浅利

式内

正明

龍徳

智子

弓削 晨子③
袴日かなみ③

谷地 春子 2

北本久美子0□
痺光由美子②

高原 恵美 2

成田 寿代□弘 前学院聖愛高等学校 藤田  和

岩  手

盛 岡 市 立 高 等 学 校

佐々木彦士

欠靖  誠
熊谷衣佐子

加藤美登里□

遠山 真希 3
入T野彙子 1

里美 3

早苗 3

, 1

千 属 高 等 学 校 伊藤 則文 菅原 好枝③  千葉 和代③
佐々木 聡 油井由実く )  柏山 智1くD

岩 手 県立遠 野高等学校 山口 牧正

宮  城 聖ウルスラ学院高等学 校
片桐

高綺

鈴木

勉

秀樹

和子

守谷 香③□
若生 早首3
佐藤,美絵②

高輛 由実Э□
大平 ■子3
ネ野 洋恵①

秋   田

秋田経済法科大学

附属高等学校

磯野 正明
原田  ―
早坂真寿実

伊藤 歩美 3
伊藤 初美 3
矢口美代子 3

桜庭留美子 3

朝倉 陽子 3
原田 直美 3

秋 田和洋女 r高 等学校 斎藤  侃 佐諄 崚子③   嵯la 康子③
秋田県立大館南高等学校 山石  昇

国 学 館 高 等 学 校 鈴木 祐司 加藤 友子③□ 須藤あさ子6)

山   形

山形県立真室川高等学校

高山 昌三
佐藤 利平
白凛由美子

伊藤 智子 3
矢口由美子 3

佐●由美子 1

矢ロ

熊谷

高山

市子 3

富 2

明恵 1

山 形城北女子高等学 校 清水 秀裕
渡辺由美子③

星
"1 
智春②

東海林直実□

吉田 幸Ю

香曽我都円美②

山形県立鶴岡家政高等学校 稲垣 聡― ′
1ヽ ,f恵 美子日

福  島

若 松 女 子 高 等 学 校
阿部  隆
小島ミツ代

二十嵐千■畑

井上 明美 3
岩原 由美 3

五十嵐喜栄子③

鹿野りう子3

■谷川加代子2

福島県立小名浜高等学校 佐々木利治 鈴木るみ子③   五十風浩美Э

福 島 県立原町高等学校 長谷川修二
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女子 (2)

N● 県  名 学   校   名 監督 (コ ーチ )
マネ~ン ヤ~

人

員
i菫 挙 名

茨  城

茨城 県立 明野高等学校

関本 昌和
木付加津子

坂入 律子

内田 雅・r③
水柿 弘美 3
飯泉 清美 3

茨城県立下館第二高等学校 篠崎 和手 口谷 明子③   鈴 木 博子 ②

7漢 学 回 高 等 学 校 龍丼 昇治 木須 実香ロ

村上  寛

10 栃   木
栃木県立小山城南高等学校

遠井 稔男
中村 裕子
関田 律子

根本まゆみ③□

"1村
裕子2

小貫

小堀

早苗回

礼子 2

須●千代子③
山口 弘子 2

|′′木,,1●真岡女 r高 等学校 森 口  昇 南川 史子③   笠倉 イ申子③

11 群1 馬
新 島 学 園 高 等 学 校 秋山 晴江

田島 明美 3
富田 法子 3

森泉真由美③

石井

室橋

前田

智美③□

直子 3

恭子 1

門倉 憲―

埼 1,県 立上尾高等学校

阿部

中鳴

遠藤

秀夫

昌美

明 r

堀 華子③
今野 裕子②□

大畑 恵子 212 埼 玉

埼_L県立越谷南高等学校 人高 史 夫 1

「

谷 芳雄 6

向後由紀子3

三橋 静代③
山本 弘子3

星野由美子③□

市原由美子 3

関 喜久代 3
13
「

■

中 央 学 院 高 等 学 校 鈴木 良― 2 高橋 幸世③  吉村 悦了{)
「
__

蓮見 良子 1

日本桜華女子高等学 校
野田 益男
三浦 和子

7

石塚美和子 3
関  由卿Э
高松 千華3
永日ゆうなぎ②

直美 3
■r③
美幸②

14 東   京

東景都立久留米高等学校 鬼沢 悛夫 1 千葉 昌恵ロ

倉田 哲男 1 野津山ま1'子 [

15 神 奈 川|

神 奈 川 県 立 多摩 高 校

篠原由紀夫

田中 雅也
前場 裕美

鯉沼

稲山

希未E
恵 2

安井 陽子 3
木薔恵美子 2

美和 3

明子 2

神奈川県立川崎北高等学校 志口1 敏明 夫ヶ部雅子③  福留なるみ③
神奈川県立厚木東高等学校 高橋 義律 富下 順子③   高島 富江③
神奈川県立港南台高等学校 佐野 久子

1 6 山 型

',lⅢ
■ 稲 商 業 |¬ ,./■ t

保坂

中込

Zi原

和也

勝彦

貴子

石川

浅サ||

風間

佳子③

和イ③

克美3

丹ツけ み子③

網倉 由美③
山崎 美稲3

山 梨 英 和 高 等 学 校 的場 俊文 日原 明子□

甲府市立甲府商業高等学校 滝
"1  
修 小林 洋子ロ

原田郊里恵③□
サ|1野名智DE
本多みど|,③

梅ロ

川崎

若井

恵子 3

真美 3

郁了・(a

17 新  潟 新 澪 青 陵 高 等 学 校
佐藤 秀夫
渡辺あゆみ

青戸 香織
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飯泉美代子③

本構 幸子 3
本格 優子 1

十
１
１

高瀬 幸子③□ 田村安樹子③
佐々 木由美子②

今井 裕子②
秋元 三枝2



女子 (3)

‐ヽ 県  名 学   校   名 監督 (コ ーチ )
マネーンャー

人

員 手 名

松井 光男
毛利 智成
小西由美子

富  ユ| 富 山 県 立 上 市 高 枚 阿部 康男

藤 園 女 子 高 等 学 校 坂部 勝心

清水 芳隆

村西

牛円

東志

悦郎

津子石   り||

金 城 高 等 学 校 西
"1 
慎―

稲垣

思 田

坂 本

栄子③

篤子 2

恭子 1

饉昴 清美Э
佐々 木ひとみ1

伊丼 恵子1
藤樫 裕子③   岩田 寿子③
黒田美由紀□

西日 湯子回
岡 田

川端

堀 川

真澄②
加世②
恵美2

堀

橋本

坂丼

正枝 2

典子 2

雅美 1

岡田

,1)木

由美③□

雅恵日

前多 美稲③

20
福 井 県立足羽高等学校

福   丼

福丼工業大学附属福丼高等岸校

長   野

長野県須訪二葉高等学校

神戸  照
臭村 和恵
渡辺伊久江

2

鈴木香詠子回

小水 琴美Э□
水田 幸子2

竹内

中出

金丼

淑子 3

忍②
明子 2

蓬莱谷 昇 長谷川幸江③   宇都宮明美Э

21

和国

田中

九山

圭喜

久子

順子

荒井 満代③
東山 純子3
斎藤裕美子3

鈴木 淑意□

赤羽 幸雄
|

|

2
池上

矢崎

康子③□
雅子③

22 岐  卓

岐阜県立岐阜女子

商葉高等学校

小木曽 修
土屋  判
大'R 智苗

大野真奈美③□

早
"1 
悦代 2

三口 陽子 2

藤丼

後藤

織田

良子 3

洋子②□

千春2

田中 常降 渡辺公美乃③  高井 道代②
梶山三技子 3

水野由美子く③

富原 香苗 2

堀工加奈子③□

中村 修子 3
向丼 寿恵2

23 静   岡

静 岡 城 北 高 等 学 校

大石陽―郎

杉山 美樹
藤原 秀美

静 岡 県立富士宮東高校 中国  稔 望月 祥子③   高井 良技③
吉 原 高 等 学 校 小鳴 陵男 4:11ll■「 :

24 手

|   ` :  _

伊豆

前島

橋本

晃

邦彦

典子

青木 裕子③

中西美音子 3

西
"| 
ゆか 3

山本 節子③□

長井ひとみ3

七 里 ひ とみ 2

暁 高 等 学 校 駒田 具夫 大力1 芳枝③   東谷 正美③□

25 滋   賀

木田

伊佐

大和

惣―

恒範

香

徳留

加藤

西山

芳美回

典恵 3

綾子③

回路

谷ロ

中井

淳子 3

明子O
幸恵2

滋 賀 女 子 高 等 学 校 濱 久美雄 増田 匡美C) i畢口 |し子O□

26 京  都 成 安 女 r高 等 学 |′(

宇山

青木

水田

保光

威■

郁子

川保 恭子③
松井 香イ③
荻生保奈子①

北川恵義了③□

水
"1 
典子□

月野裕喜子 1

宮崎 正熱D
新木 責子②□

山田 陽Ю

鴻原

市川

今村

春実Э□

綾 2

薫 1

2, 大   阪 四 條 暇 学 園 高 等学 校

片 岡

黒 石

和 泉

筆明

久昭

昌子
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宮崎美恵子③

山崎 優子 3
中島 啓子 3
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女 子 14)

(ヽ, 県  名 学   校   名 監督 (コ ーチ )
マネ~ン 十~ ,E 挙 名

28 兵   庫
園 H]学 国 高 等 学 校

‖1原崎 敏
三付 直人
中村 智子

小泉 陽rOE
浦田留美子 3

馬場 慶子 3
森園 安億Э

充子く3)
悦子③

洋子 2

夙
"1学
院 高 等 学 校 藤本 和幸 渡辺 律子ロ

29 奈  良

和 歌 山

奈良市立― 条高等学校

南  政己
小洒 腱子
大川三奈子

木元真理承D□
大町 奈生3
小野 美樹 3

夫石千代美Э□

小椋左息子3

奥村麻美子③

海田 恭子3
辻本重希子③

30 和歌山県立御坊商工高等学校

木政

西崎

金九

洋子

美良

容子

山下 貪子③
向山 郁代③□
上田 淳子 3

東 幾代③□
口渕こゆり③
山田 陽美3

31 鳥  取

鳥 取 県 立 境 高 等学 校

岩倉

吉木

手島

安恵

輝子

智子

渋谷

角田

杉山

孝横Э□

浩野 3

房子 2

吉村 美樹 3
松本 直子②

安達 美帆2
|_り |(|111:米「 両 1晰 ■十 lt 篠口 建三 杉村ひとみ②  田中 美春②

'111、

|',1● 喘取東高年サ枝 中サ|1 幸夫 小林 延江□

32 島   根

山本

餃野

村上

篤治

芳樹

智子

星野由美Ю □

神庭 弥生 3
原 真由美3

安部 美佐 3
田辺 元子 3
星野実智代①

島 根 県立大東高等学校 秦  征治 小山 幸争③  ′1ヽ林 久美③

33 同   山
山 陽 女 子 高 等 学 校

毛利 清志
皿井由美子

諏訪 塁仕

轟 美智子③ロ

万代 暁美□
近常 直美 1

河内

坂丼

竹原

富■(D

純子 2

純―子1

岡山県立倉敷中央高等学校 三宅 正道 福 田 正 子③    佐 藤  智子③

34 広  島

鈴 峯 女 子 高 等 学 校

豪田

佐
"|隅原

雅史

由香

容子

6

|

円
"|か
おり3

隅原 容子 3
田辺二美子 2

広 島 女 r商 業高等学校 寺田 晴― 日本 良恵③   酒井むつみ③
大 下学厠祗園高等学校 坂山  厚 神垣ゆかり③  魚山 尚代③

35 山   口

山口県立下関南高等学校 浅見  潔
坂田

夕水

俵

礼江 3

昭子 3

まり②□

福問 淳子 3
駅田 里美 3
渡辺真理子②

徳 山 高 等 学 校 北山  勝 西日ゆかり③   清水 淳子③

山 口県立岩陽高等学校 栗柄 君代 小■ 1● 和 了 6

36 徳  島

徳島県立富岡西高等学校

美馬 稔子
工田 耕司
菊谷ひとみ

細水 里美 3
高島 克美 3
谷口利恵子 2

武蔵 美和 3
藤坂希代美 2

馬田 有希 1

神崎 祥治 二階 晴美口   伊藤 佐代□

徳島県立日和佐高等学校
,山本 秋宣
仁木 義顕

森 美智イモ)
蛇日 智美③

中久 薫③
森本かおり③

37 香  |‖

市原

星野

中村

唯夫

稔夫

純子

野口由紀子 3

三好智恵美 1

山本 知美 1

飯沼 圭美3
塩田美佐子 1

■原さゆり3

高 松 中 央 高 等 学 校 高尾 信雄 中川富美子O□
平井美代子②

桑田 和代②□
山田 理恵②
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中本 峰子 3
小原  文□
億本かおる□



女手 (0)

ヽ. 県 名 学   校   名 監●(コ ーチ)
マネージャー

人

員
,= 挙 名

38 愛  城

東 温 高 校
岡本 康伴
小内江利子

小笠 美雪③
安部 413
大西満理子3

中岡 志RD
由井加代子 3

金指 志保 3

今 治 北 高 校 谷口 真明
藤本 康江③□
西本 美和国

39 高  知 土 佐 女 子 高 等 学 校
勝賀瀬健二

松村 靖子
安岡 道恵

横田

河村

籠尾

安岡

40 福   岡
八 幡 大 学 附 属 高 校

高城 智子
池田 明男
上回英津子

清田 香首③□
園田 裕子 3
自石 恭子②

米倉 初美3
川原 幸穂ロ
岸原あゆみ2

福 岡 県立春 日高等学校 石橘 和子

41 佐  賀
佐賀女子短期大学

附属佐賀女子高等学校

築地 孝彦
牧瀬 ―枝

相川富美代

山口 京イC)□
藤木 美里③
笠原子夏子①

IⅢ

"人 |■

副 ||

沢美 3

幸恵②□

純子 1

42 長  崎 鶴 鳴 女 子 高 等 学 校
春野

松藤

口中

良二

久美

陽 r

中村 直美③□
山下ひかり②□

杉本多架子2

藤崎 明実Э
杉本美架子②
松尾千恵子 1

43 大  分 昭 和 女 子 高 等 学 校
吉田 信之
坂口 真紀
佐薔紀久子

栗原里津子③□
工藤 雅美Э□
中島 明美②

久美3

直子②
照江 1

44 熊  本

熊本 中央女
=高
等学校

工藤 勇多
濱 マサ子
松本 市美

青木きよみロ

光石 寿子 3
清水 尚美 2

田代

山田

廣田

裕子 3

美紀 3

時子 2

熊本信愛女学院高等学校 南  直治
上村 美香③口
林  キ技②

.I II― 真111美 (|12:‐ |

木■ゆかり②

45 宮  崎

宮 崎 女 子 高 等 学 校 ,¬ .'. Ⅲ 肛 原口 礼子□

溝ロ

神田

月夫

智子

日高

益山

渡辺

明熟Э□
和代②
智子3

岡村 順子②

金丸 陽子①

中岡 実和3

46 鹿 児 島

推原 和郎
今付加代子

堀脇百合子

福留真由美3

角田奈津・F③

小表崎里美2

泊  陽子3
字都さつき 3

芹ヶ野久美(2)

鹿 児 島 高 等 学 校 ||:|  |l i 松水美千代②□  黒木 美代②□

47 ,中  饉
南 風 原 高 等 学 校

安塁 昌彦
大城恵美子

比喜みゆき

赤嶺 ネしチ3
中村 愛了()□
当問 和ウ0
諸見里知子③

名直 綱代③
人城さと子 3

中村寿恵美 2

与 勝 高 等 学 校 屋比久 深 前上門車子ロ

48 贅   知

甕 知 淑 徳 高 等 学 校
芳樹

早苗

中野 和夕KD□
杉浦 清野③□
佐々木道承D□
伊藤 千恵①

近藤

間有

六郷

晃偲D□
弘恵3

由香①

市 OF学 園 高 等 学 校
亀丼  勇
樫本 祥二
杉山きよみ

中村 洋子③

安藤 悦 r3
森川佑美子 3

杉山きよみ③
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早川 幸忠③  安川小百合③
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[
鈴木 昇子 2
横地まゆみ 3

平手 教子 3
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競 技 の 案 内

バドミントンロ!技について

バ ドミントンというと、日本古来の追い羽根から連想して、“なんだ西洋の羽根つきか、男のやるも

んじゃないよ''と いう人がいるが、いざ自分でやってみるとその激しさに例外なく驚かされる。

一流プレーヤーから打ち出されるシャトルは、初速で時速 300キ ロを越えることが科学的に測定さ

れており、高く打ち上げられたロング・サービスは垂直に落下し、この時は時速ゼロになる。

シャトルといぅのは羽根のことで、コルクの台に14枚から16枚の羽根を植えこんだものです。シャ

トル (Shatde)と いう言葉には行き来するという意味があり、羽根が選手の間を往復する様子から

この名前がつけられたものと思われる。バード=鳥 とも呼ばれる。

ラケットは、かつては木製のものが使われていたが、次第に発達・改良が進められ、スチールシャ

フトの使用、そしてオールスチールの製品が多く誕生してきた。素材のステンレス、チタン、モリブ

デンカーボンなど多様をきわめている。

これに伴いラケット自体の重量も140～ 15%の ものが、現在は95～ 1109の ものにとって代わって

きた。当然プレー自体もスピード感あふれるもの 1こ変わってきている。

競技そのものは、インドのプーナ地方で1820年頃に発生したといわれ、イギリスで進歩し、そのイ

ギリスにおける地名をとってパ ドミントン競技と呼ばれるようになった。

バ ドミントンの世界選手権大会は、男子の国別対抗がトマス杯大会、同じく女子がユーバー杯大会

と呼ばれ、ともに3年ごとに開催されている。

わが国はトマス杯大会に第 3回大会 (1954年)か ら参加し、第 7回大会 (1966～ 67年)では準決勝

まで進み、1980年の第11回大会 (ジ ャカルタ)でも準決勝まで進んだのが史上最高の成績である。

一方女子は、1966年 にユーバー杯第4回大会に初参加で優勝すると、以後 3連勝 し、第 7回大会 (

1975年 )ではインドネシアに敗れたが、1979年の5月 第 8回大会でユーパー杯の奪回に成功し、昨年

の第 9回大会でも見事に防衛し、日本スポーツ界でも数少ない女子チャンピオン国となっている。

全国高校総体は、1950年第 1回大会が横浜市で開かれて以来今年で34回 目にあたり過去多数の選手

を世界に送り出している。

個人戦も1955年神戸市大会から加わり、単・複の高校日本一が毎年誕生している。又この大会
の優

秀選手は日韓交歓大会 tこ出場している。

競技の見方

主なシャトルの飛び方 (フ ライト)は高く打つハイクリヤー、スマッシュ、 ドロップショット、ネ

ットで攻め合うヘアピンンョツトなどで、とりわけネットに当って伝わるようなプレーがデリケート

に応酬されるときはスリル満点である。

相手の弱点を攻め、体力を消耗させて行く競技なので、「より早く」「より高く」「より前で」がゲーム

に勝つための三原則とされている。

試合は、単、複 (混合)の 2種類で 1試合 (マ ッチ)は 1ゲーム15ポ イント (女子単のみ11ポ イン

ト)で 3ゲーム (2ゲーム)先取で行われる。

ン」
ドンヽヽヽ

ド゛
ヽ
．
ノ
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サープした方 (イ ンサイド)洲勝てば 1ポ イントが与えられてサービスを続け、レシープ側 (ア ウ

トサイド)が勝つと得点は変らずに、サービスオーパーとなってアウトサイドがインサイドとなる。

但しダブルスの第 2イ ンニングからはパートナーがセカンドサーバーとなるので、 2度のフォルトに

よリサービス権が変わる。

主害は必ずインサイドの得点からコールするのでどちらが何点かすぐわかるようになっている。

バ ドミントンには他の競技にあるジュースはなくセッティングが行われる。各ゲームで13点オール

か14点オールとなったとき追いつかれたサイドがセッティングするしないの権利を持っている。

セッティングしたときは、カウントをいったん 0オ ールにし、改めて5点 (13点オールのとき)ま

たは 3点 (14点オールのとき)ゲームとして勝負を決める。セッティングにはアゲインはない。

この場合の点数は、例えば18対 15、 17対14な どとなる。女子シングルスでは、10点オールのときは

2点、 9点オールのときは 3点のセッティングとなる。

主なフォルト (反則)は次の通りである。

1ラ インクロス、フットフォルト

サービスのときにサーパーやレシーバーがラインをふんだり、またいだりしたとき (パートナーは

かまわないヽ 足をずらせたり、床から離したとき (一部でもついていればよいヽ

2 オーバーウエスト、ォーパーハンド
サービスが打たれる瞬間にシャトルがサーバーのウエストより高かったとき、または、ラケットの

頭部全体がそのラケットを持っているサーバーの手全体よりも下にあることがはっきりと見分けられ

るまでラケットの頭部が下方をさしていなかったとき。

3 アウトなど
シャトルが相手のコートに入らなかったとき (決められているサービスコートに入らなかっとき)

ただし、相手が打てば入ったことになる。自分のコート (サービスコート)に落ちたンャトルを打た

なかったときや、ンャトルが自分の身体や着衣に当ったとき。

4 ダブルタッチ、 ドリブルなど
シャトルを1人が 2度以上打ったり、続いてパートナーが打ったり、 ホールディングしたとき。
5 オーバーザネット、タッチザネット、インターフェアなど
ラケットや身体がネットにふれたり、相手側コートに入ったり、相手を妨害したとき。フォルトは

主書が判定する。しかしサービスについてはサービスジャッジが、ラインについては担当のラインズ

マンが判定する。

サイドライン(ダブルス)
ポス |・

能
聰
薇

シ
ョ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
ラ
イ
ン

ネ

ッ
ト

サイドラィン(シ ングルス )

ロ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
ラ
イ
ン

センターラィ ン

パ

ッ
タ
パ
ウ
ン
グ
リ
ー
ラ
イ
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宿 舎 別 覧  表

宿 合
番 号 宿 舎 名 住 所 電  話 学 校 名

1 ホ テ ル青 山 大橋通 1-64 54-0277 柏原・八尾・四條畷学園

2 パークホテル 花田町野黒79-2 31-6430 奈良一条・新潟青陵・新潟商業・燕

3 第一ホテル別館 白河町23 31-8776 比叡山・尾崎・園日学園・三日学園・夙川学園

4 晩 軍 52-38“ 明野・龍ヶ崎

5 中 村  屋 上伝馬町お 52-2624 北越商業・滝川・木下学園・祗園高校・広島女子商業

6 若 ′ 上伝馬48 52-5355 大東・出雲

7 き く や ヒ伝馬町55 55-8:お 1 山陽女子・倉敷中央 。東岡山工業

8 折 鶴 萱町 5b 52-7351 土佐女子・土佐・御坊商エ

9 藤  田  慶 松葉町 柳井工業・下関南

10 吉  田 屋 52-3448 昭和女子 。日田三隈・別府鶴見丘 。大分工業

11 米 久 旭町83 52-3883
横手工業・秋田工業・秋田経済大附・秋田和洋・大館

南・松江南・富岡東

12 松 米 八町通2丁 目お 55-6386
東奥義塾・三本木・水沢・千厨・前沢・遠野・盛岡市

立・前橋東

13 葉 花田町石塚24 54-4148
聖学院・三鷹・都立久留米・明治大附・日体桜華・高

松商業

14 屋 花中町138 31-7300

15 大  黒  屋 小池町角田 1 45-3958
日大・ 川崎市立工業・増穂商業・英和・甲府商業

。日

'II

16 玉  りll 屋 小池町西海戸33 45-6411
法政二・高岡第一 _L市 ・高岡女子・藤園女子・徳
山

17 ち  ま  き 有楽町65

花田二番町138

45-8770 新宮商業・吉備・大川

18 大  黒  屋 31-35" 鶴鳴女子・磯浦

19 石  山  荘 石巻町南山93-1 88-0117

88-2613

砂川南・旭川商業・札幌第一・小橡桜陽・美唄東 。若

松女子・県立越谷南

20 ま る八 山 荘 石巻町南山93-12
定羽・勝山精華・福井工業大附・長野商業・須坂東・

諏訪二葉

21 自 樺 石巻町南山93 88-0221
岐阜工業・大垣工業・岐阜女子商業・岐阜商業・広島

安芸・近大附福山

22 見  晴  荘 石巻町南山93-11 88-0321
静岡城北・伊東・吉原・富士官東・吉原工業・境港工業・

境・鳥取西・米子西・鳥取東・宮崎工業・宮崎女子・富島
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宿 舎
番 号 宿 舎 名 住 所 電   話 学 校 名

23 ナ ッ メ 別 館 石巻町南山93-7 88-0111

会津工業・原町・保原 。国泰寺・鈴峯女子・徳島市立

・ 白石・佐賀工業・龍谷・佐賀女子・洛星・国府台・

砂川北・釧路星園・北都商業・札幌静修・長沼・札幌

啓北商業・小名浜

24 大 政 羽根井西町11-12 31-5921 聖ウルスラ・下館第二・石岡商業

25 真 澄 花田一番町107

26 ′
]ヽ 林 神明町21 54-8412 八幡大附女子・春日・苅田工業・川内

27 ロイヤルホテル 八町通り154 32-6811 鹿児島・鹿児島南・鹿児島中央・富岡 (西 )

岡  田  屋 堂坂町34-1 47-1111 今治北・東温・西条・松山南・宮崎商業

■構グランドホテル 駅前大通2-8 55-6221 愛工大名電・東海・市郵・新島学園・大牟田南

30 ホリディイン■橋 藤沢町 141 48-3131

小山城南・作新学院・熊本中央女子・熊本信愛女子・

九州学院・金沢市工 。日大山形・上尾・帯広大谷・伊

勢工業・水島工業・富山商業・富山南・松阪・暁・滋

賀女子・北星学園女子・国学館

31 ■―ピジネスホテル

32 月 豊川市桜ヶ丘14
(05338)

5-2321
南風原・与勝・具志川商業・宮城県立工業・山形城北

・鶴岡・沖縄県役員

33 ■川グランドホテル 市田町東i■ 1-m 5-1212
千葉南・野田北・袖ヶ浦・茂原・中央学院・川崎北・

厚木東・港南台・金城・金沢二水・徳島商業・高知学

芸・真岡女子・著渓学園・千葉学園・宇都宮工業

34 さ く ら 荘 ′′ 緑 5-3)26 真室川・石岡第一・江戸崎西・宇都宮南 ″」ヽ松原

35 す ゑ 広 末広通2 5-4568 日大鶴丘・高松中央

36 銀 河 緑 6-67(Ю 高松西・加古川・岩陽

37 和 美 開運通 1 5-692Ю 成安女子・同志社

銘 鎌    倉 豊川遠通 6-2674 松江商業・日和佐

39 釜 由 ″ 末広通2 4-4117

40 ■川ビジネスホテル 末広通 2 5-3221 滑川・中野実業・更級農業・福山葦陽
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1。 人  ロ

豊 橋 市 の 案 内

男155,511人  女 158,473人  合計 313,984人

(世帯数) 89,221戸             昭和 57年 11月 1日 現在

258.57k口 2

東海道新幹線 。東海道線・飯田線・名古屋鉄道本線・豊橋鉄道渥美線・国鉄バス・

豊橋鉄道市内バス・豊橋鉄道市内電車

本市は愛知県の東南に位置し,古 くはその名を吉田と称し,東海道五十二次の宿

場町,城下町として発達した。明治2年「豊橋」と改称し,同 22年町制を,同 3

9年 8月 1日 市制を施行した。昭和 7年隣接町を合併し,糸の町,軍都として発展,

蚕糸業は本市の代表的産業であり豊橋の象徴でもあった。しかし,第 2次大戦の末

期昭和 20年 6月 20日 の大空姜により市街地の大半は焼土と化した。戦後市民の

不屈の努力と,画期的な都市復興区画整理事業の完成により,戦前をしのぐ都市づ

くりに成功,昭和 30年隣接の 1町 6村を合併,いまや面積 258.57k評 ,人口

30万人余の全国有数の都市として今日に至っている。また,豊橋港は昭和 39年 ,

国の重要港湾に指定されて以来着々と整備され, 30万都市にふさわしい港として

発展中である。なお530(ご みぜろ)運動発祥の地である。

瓜郷遺跡・嵩山蛇穴 。前芝の燈明台・権現山古墳・神山古墳

鬼まつり2月 10, 11日・祗園祭 7月 16, 17, 18日

港まつり8月上旬    ・豊橋まつり10月 15, 16日

豊橋筆・三河張子面・帆前掛・ちくわ・かまばこ・のり・ゆたかおこし

2.面  積

3.交通機関

4.概  要

5.史  跡

6.主な行事

7.名 産 物
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大 会 期 間 中 臨 時 電 話

本 部 宿 合 0532-48-3131(旬

豊橋市体育館本部席 0532-53-0011

競技役員席 0532-53-0099

`l,務ネ

′′ 0532-51-2631

水部地区体育館本部席 0532-53-0299

′′ 競技役員席 0532-53-0580

時習館高校体育館本部席 0532-48-3881

′′ 競技役員席

豊橋工業高校体育館本部席 0532-48-3883

′′ 競技役員席 0532-48-3884
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超安定画質てt新登場。
サクラカラーSR100
惑|た !00(ISO/ASA)フ ィルムがさらに使い

やすくなりました.111山 質|:タ フ1・スをフラス

した:IF設「 |フイ
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`交
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世界初 感度200てt新登場。
・サクラカラーSR200
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感 1鮭 100(IS()′

ASA)フイルムと交わらない高画質を実′貶
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従来の2段による糸かがりを

3段にすることによって羽の部
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分を強化し、羽根折れ、つぶれ

を防ぎ2倍強の耐久力を生み出

した画期的なシャトルといスます。

勿論、性能につしても通常の水鳥

シャトルと変わらず、練習球として

最適です。

実用新案特許中
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時代が生んだフルサイズ

′
●

セミラーシパドミントンラケット

鵬AXp③(階凪皿
バドミントンにニュ…ウエーブ登場′
いよいよ始まるデカラケ時代。
時代が割りだしたマックスパワーは従来のラケットを

はるかに超えたスイートスポットの広さ、打球時の瞬発力など、

手応え充分なスーパーラケットです。

重量も軽量化に成功

ガット張り上りで1:09以内に抑えることが出来ました。

/

峯 トョ7ズポーリ
優良′` ドミントン用品総合メーカー

日本社 東京都墨田区大平 l― 10-4● (03)621-0'22(代 )・ 621-0723

■SLレクタングル形状は つて

スイー トスボ ットを拡大 し、

ガット面の張力が増IBさ れ、

より手元に近いニューウェー

プな感党で素嗜 しいン ヨツ

トを生み出 します .

■ガットの晨 り方

従来のガ ントの長さをラケッ

ト全■の81● をとり難 張

りを原形より|.5。 m落す●の

強度で張られることが望 ま

しtヽ です .
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己ヨ

g騒賓ド電熟

B…8800
マツク

.ス
ノIEフー ¥10,500(フレームのみ)

肇 アルミフレームと100%ヵ―ボンンヤフト
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洋間にシックに映えるインテ

リア建具ブラッ久好評発売中。

ブラック&ホワイトのモダンな色

調、自然光をやわら1/る和紙の暖

かみ。 YKK室 内建具「フ・ラック」

は洋‖
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にンックに溶けあうインテリ

ア感覚あふれる室内建具です。
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豊橋 YKK産業株式会社
豊橋市明海町2‐ 15● 0532‐ 25‐ 4134

豊川(出 ):● 05338‐ 4‐ 4134

蒲郡(出 ):●0533-69-4134
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その日の気分しだいで.うまくいぅたり.いかなかったりする。

プレイヤー達の.そんな微炒なサイコロジーを

ヨネックスは、スポーツウエアにも巧みに生かしてしまいました。

気分がのる.さわやかデザイン´り・ムダをはぷいた

シャープな機能。センクトにセンクトを重ねた素材。

機能+美のウエア、プレイヤーズ。プレイヤー達の気分上 .々です。

ヽ

Π
Ｈ
Ｕ



弗
磐億露

珈 ´ "

´

頑爾
.滲 |

リング 哺
コカ・ヨ

騒
ミ鳳|
N

lr, ,i t

「

アヽ  ヽ
L

■田 甲nヽ
4Dヽ

″

え

」
ミ`」♪ブぼL^

1

1

¬暉暉

i｀
ヾ

L

D
■

ノ

_」
‐中ⅢⅢ

…
‐‐―
¬

饉饉饉
=_■
中_Ⅲ」

″
´

―

１
１

１

‥

‥

‥
‥

‥

１
１

■
１

■

■
１
１

スカッとさわやかコカロロラ
‐



自燿謝L mUR‖1‖[Ⅲ‐sIS‖UT砥000脇

‖VLO‖

●抜群の耐久・耐寒性

●水鳥球に迫る飛び

●最高のコスト・パフォーマンス
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カールトンのニューモデル、トーナメント・ST(スクー

ル・チーム)の登場です。

小・中学校のパドミントン競技では、シャトルの耐久

性、耐寒性、そして価格といったコストパフォーマン

スは飛翔性とともに欠くことのできない要素です。

カールトン社では全国数 100校の′」― 中学校に対し

アンケート調査を実施、そのニーズを探るとともに北

海道・北欧といった寒冷地からの詳細なデータを集

め研究を重ね見事にこれらの問題を解決しました .

ト`ーナメント・ST″まさに世界のナイロンシャトル

の95%を供給するカールトンならではの自信作です

パし`
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トーナメントST(スクール・チーム)

晶奪後
ド
≧:菖単撃左焚曇倉驚曇●4ダース¥3,700

ヽ輸入元 メドロレジャー株式会社 〒 101東 京都千代田区外神田5-6-4 TEL(03)833-3661セ
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中部ガスグループのおつきあいは、ここから始まります.
Space
Art
LⅣr)9
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SH:NKO)ELECTRiC(cO_,LTD.

本社 /東京都中央区日本橋 3-12-201038(03)274-|III

中部ガス(株 )/(株 )中部ファミリーセンター

中部液化ガス(株)/(株 )中部リビングサービス

(株 )■部′′中部ホームサービスステーション(株 )

中部住 宅販 売(株 )/中 部 ガ ス不動産(株 )
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SR-l FINECARBO
¥12.000(フ レーム)ヘツトカバー付

フレーム :カーホンとフルミ合金の複合

シャフト :オールカーホンテーバーシヤフト

カ ラ ー :ワインレッド、ネイビー
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株式会社諸江製作所

〒151東京都渋谷区笹塚2-46-8 TEL03-37ア ー
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御宿泊 0各種御宴会受付中

お 1人様… …̈………………夕9,800

〈1泊,朝食,伊良湖周遊,税サ込)

6/1～ 3/20日・祝 3/21-5/31毎 日運行

Aプラン……………………… ナ7,000
(1泊,朝食付,税サ込)
Bプラン………………………夕9,500
(1泊 ,朝・夕食付,税サ込)

ホテルホリデイ・イン豊橋

丁EL(0532)48-31310
●東 京 営 業 所 /TEL(03)553-6631
●名古屋営業所 /丁EL(052)452-2678
●京 都 営 業 所 /TEL(075)721-3i31

伊良湖プラン 徳川家康プラン
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くスワニーシリーズ〉
デリケートな・14_能が要求されるシャトル.ゴーセン

では素材を厳選し、厳しい品質管理のもとで高

性能を確保.その高tヽ クォリティは数多くのビッ

グトーナメントで実証協 です。精密な I:程か

r,′ |:まれるスワニーシリーズは、密封パックにより、

llli品質のままでブレーヤーの子に粧ります.H
本バドミントン協会の検t/｀格球.令 |11大会

ft用球として指定。

くRSLシリーズ〉
フレーヤーの幅広いニーズに応ぇるRSLンツー
ズ:飛行‖:.而1久性:ともに|もヤ1:青ヒをti今るナイロン

球コンピートターニー、コンピート。いずれも世界

中のコービ 愛されている、インターナショナル
`′

氏

の充実のラインアップです。

(全国中学生大会使用球)

回

S‐200スワ=―ゴールド(水鳥)
日本バトミントン協会検定合格Iま

い年度全国大会使用球

1打 ¥4,7001',¥400

S‐205スワニーカレバー(水鳥)
日本′ヽ卜:ントン協会,,定合格な
1']¥4,40011・ ¥370

SN■030NS!03(ナ イロン)
日本′ヽド ン|´協会,,定 合格摯

1lI¥3,5001レ ¥30011筒 6ヶ入

: o,(:,:

ｗ
多
夕
己
豊
，

SN-lOOA RSLr ),E'- t t - =- e $>)

‐ Y4.200 Y350

ラケットスポーツで世界をむすSヾ

GOSEN

:s‖mlc暉∫

〓
一”「一一

rヽ ′́

株式会社コーセン

本 社●〒540大 阪市東区豊イ
=町
4● (06)942-5816イ i



学生線合衣料製造元

―
製造品 目

―

着てみて良さのわかる服〃

高 等 学 校 制 服 専 門 店
東洋紡三河地区総代理店 ニッケ特約店

製 造 直 売 の 店

ノノヤマ洋服株式会社
本   ネ土 愛知県豊田市若林東町棚田80番地

TEL豊田 0565-52-3754
喜多町支店 愛知県豊田市喜多町 5-63番地

TEL豊田 0565-34-0531
豊橋出張店 愛知県豊橋市老松町

TEL豊橋 0532-61-2380

‐

`‐

^ _

●

　

０

●東洋紡  男女高等学校制服

●東洋紡 体  育 衣 料

●東洋紡  カ ッターシヤツ・ プラウス

●東 レ・ ユニチカ スク~ル コー ト・ 水泳着

●東洋 レー ヨン スキー用・ ウイ ン ドブ レーカー

二_二
“

●

ロロ‐



折詰弁当。会席料理 。お食事ご宴会に

● 壺 屋 宴 会 場   壷屋本店 3`IY

● 壺屋メイト
和風ファー ス トフー ドン ヨツプ

豊橋駅東口

● 壺 屋 食 堂
豊橋 ステ~ン ョンビル 1階

● 和食の壺屋
豊橋 ステ~ン ヨンビル 3階

,`lrl_.

、■)

創業 明治 22年

豊橋駅構内

旧

者 壺屋弁事部
五
τ
ノ

可

。ｒ
、

本 店 /豊 橋 市 白 河 町 ||
12]E:〈 0532〉 31-|131



大塚製薬

アイントニツクトリンクオカグスエツト
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言葉や習慣が違っても、より安全に、豊力|こ暮らしこいという気持ちは世界共通。そんな国 の々ニーズを

的確に把握し、あくまで品質でこたえることが、アイシンの製品づくりの基本です。世界の街々を走る

自動車部品、世界の家臓で愛されているミシン・編機などの家庭用機器。アイシンの製品は、世界

100ヵ国余で、愛用されています。

AISIN
く自動車部ユ〉

クラッチ
`/レ
ーキ・ビストン

トランスミツンヨンイし

くe■用機 ||〉
工彙用ミンン・かつお釣機

専用機器・他
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社会の二―ズに品質で応える

アイレン精|“株式書社
本社./愛知県刈谷市朝日町2の |

く家 庭 用 機 器 〉

ミンン・編 薇・ベ ンド

家 庭 用電 器 製 品・他
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昭和58年度全国高等学校総合体育大会

愛知県実業団バ ドミントン連盟
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第34回全国高等学校バドミントン選手権大会
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昭和58年度全国高等学校総合体育大会

第34回全国高等学校バドミントン選手権大会

愛知 県立時習館高等学校

バドミントン部OBハネツキ会



僣日と期待に庸えて。
ここに技術の饉■.

世界に,る 確かな水準・ スポーツと健康を考える

●Senoh

スポーツを愛する方々と共に、歩みはじめて70余年。
セノーのスポーツ器具は、オソンピックをはじめ数々の世界大会
に参加してきました。瞬間のたいせつさを、すばらしい記録|を生み
だしたフ
°レーヤーたちの息づかいを、セノーは実感してきたのです。

多くの競技会イ実証された、セノーのスポーッ器具の品質・安全
性・技術の確かさは、世界に誇り得るものであると確信して
います。自己の限界に挑戦し、 トレーニングに励む多くの
プレーヤーたち。セノーも、豊富な経験 と実績を生かし、
たゆまぬ努力を続けています。
確かな目で、確かな器具をお選びください。

セノー株式会社・名古屋支店
名古屋市中区新栄2-1‐ 9雲竜ビル西館
電話 (052)2“ -4153 郵使番号
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(バイオバランス飲料)

SUNTORY
O缶入り100円 ●びん入り300120円 012月 パ
●42月パウダー(新発売)600円 ●スボーッタンク

SPORTS DRINK
ウダー 200円 0200m2月 パウダー 50円 ●スクイズホトル 400円 (カバー 800円 )
900円 (カバー 1.500円 )0価格はいずれも標準的な小充価格 サントリー株式会社
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BAD�IINTON PROSHOP

RACKET HOUSE HISIIIDA

lDAKASHAKO HiGASH:.ME:TOH NAGOYA

ヽ

TEL 052.771.2222

若者よ、心身を鍛え、明日に向って躍進せよ

用L 昭和田年度全国高等学校総合体育大会
∴ 三菱重工業 (株)名航バドミントン部

461名古屋市東区大幸町 1-|

t-fr.2^, ruT,tZti-!)

5TnRl口 N

三河三菱自動車販売株式会社

巫     ※7,J_1ロ ロト  」口 ■■■ヽ
―
B

Ａ
ｎ

⌒ [〕

本  社/岡崎市宇麟町字稲荷 :9 〒 444■κ0564)● 1-● 21,代

csR・ロイ́ ,―クーう0着車
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スポーツ器具

日本件操

`…
定工■.日本バスケットボール●全機定工■.日本バドミントンロ会検定工■.日本体青

=■
■,特別全員.体■●用スボーッカ設・違日●■■■

tVa*ila+r
日本社営業本部

■稲 沢 工 場

■製品センター

名古屋市中川区山王 4-6-34
TELく 052X31-3311“0 〒460
稲 沢 市 国 府 宮 宗 形 原 88
TELく 0587〉 32-1728  T492
-宮 市 平 島 2-14
TELく 05&|〉77-9133   〒‐491

―主要製 品

■繊 維 機 械

■小 型 商 用 車

||カークーラー用コンプレツサー

■産 業 車 両

■鋳造 プラン ト

■摩 擦 熔 接 機

彗珪豊 田 自動 織 機 製 作 所

愛 知 県 刈 谷 市 豊 田 町 2丁 目 1番 地
〒448 電話 :刈谷 く05“〉22-2511

SPOIRTS EQU:PMENT
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昭和58年度全国高等学校総合体育大会

第34回全国高等学校バドミントン選手権大会

東三河支部支部長 深 見 倣 宥

榊フラキスタジオ

榊イチハシスタジ舛

岩 崎 看 板 店

いわさき看板店

植 村 看 板
筒大沢スタジオ

日 大 羽 工 芸

ォオギスタジオ

□ 河 合 工 芸

看 板 ト ミ ヤ

働カトウ看板店

クロノ看板店 豊

コ ー セ ー 社 中

シンドーエ芸社 野
白樺塗装工業所 フ
志 賀 塗 装 店 フ

タケダエ芸社 榊

閲高津デザイン画君 マ
0大丸看板店 丸
榊中部デザ   ロ
インセンター ロ
帥 ト キ エ 芸 モ

川 シン ドー

川 看 板 店

ルカワエ

ジ タ エ

ツ ノ エ

石 看 板

一
Ａ
■
μ□

フ  カ

士士
Zミ

=ミ
-
Zヽ

士主
Zミ

店

村田看板店

渡辺塗装工芸社

トシゲ企画工芸

愛知県広告美術業協同組合



歓 A迎
三 菱 レイ ヨ ン株 式 会 社・ 豊 橋 工 場

)tz r.( tt- . h-fr27 z,( tt_

スポーツ用繊維製品 :為ギr劣了

左1呈ヨ
1豊
田紡織株式会社

他

＆
ｒ

ンヽ

●
　
●

一　
ル

レーナー

ヤ  ツ

都 市 と住 まいの安 心 をつ くる

一一一一一一一一 440豊橋市東脇 3丁 目19番 3号
文化シャッター株式.会社
豊橋営業所
電話  32-13610

ちくわ

豊橋名産

〒440愛知県豊橋市牛川通四丁目 :番地の 2 電麟 豊橋 (0532)-6!― 114:

本社 愛知県刈谷市豊田町 1丁目 1番地
電語 刈谷く0566)23-661:(代 表 )

|‖「 文化シャッター
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昭和58年度全国高等学校総合体育大会

第34回全国高等学校バドミントン選手権大会

豊かな心のある料理

●

00

二川中学校前●41-4581《t)

●

給   食 各種弁当 各種仕出し

● ■

■ ■
E=コ
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この姿から1.6ソッター屈指の走りを誰が想像しえるだろう。スペシャルアイ・スポーツ、
レビン。

端正なヨーロピアン・ノッチバックに16バルプ
。130PS。 時代のときめきが聞こえる。

2ドア1600GT APEXの 主な標準装備●スポ_ッシート●パヮーステアリング

●エアロダイナミックグソル●4輸デイスクブレーキ(前輸ベンチレーテツド)

●リヤスタビライザー●185/70HR13ラジアル+5Jアルミホイールなど

3d00「 スペシヤタ スポーッ

「
~~~I

新技術 一時代はTOYOTバ

q
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昭和58年度全国高等学校総合体育大会
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MULT:pLE LAYER SYSTEM
トルク現象を解消じ.正確なレスポンス&コントロールを実現させるため、またカーボン素材の
もつ抜群の反発力をロスすることなく1∞%活かしきるために、フレームを構成するォール
カーボン4層それぞれが耐トルク性・耐剛性を目的として設計された、世界初のシステム構造

カーボ・フイフティーン

CAB15酬酬徴15 δぴ▼ⅥON0オールカ~ボ /口/グシヤフト●オールカーボンフレーム●:[1l rg)U(95～ 99)・ 3L・ (|∞ ～104)

ヽ

」

*!6EEl
tDa ettttl'+ iefiLL,

初速300km■以 L力ち()までの

無断速のハイスピードスポーッ、そ

れが現代のバドミントン。こうした一瞬
00 用性を■目的とした●
● R.3ウレタンコア

のあらゆる変化に応えられるラケット、それ

がカーボネツクス15です。オー′レカーボン

積層ワインディング構造をもつンャフトに.オール

カーボンの1■界初・MULTIPLE LAYER SYS―

TEMを採用したフレームを装備。素材性能が、ラケット性能


